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一章　愛用×××がイケメンに








　生きていれば誰だってストレスを抱える。溜め込みすぎるといつか人はパンクしてしまい、活力を失ってしまうだろう。

　だからこそ、日々のストレス解消はとても大事なことだ。スポーツで汗を流すこと、好きな映画に没頭すること、旅行を楽しむこと。人によって様々である。

　藍あい葉ば美み咲さきの場合は、決して人に言えるものではなかった。

　都内の大手スーパーチェーン店『フレッシュ・ヴィレ』のマネージャーとして働く彼女は、中間管理職ゆえ、本社と現場の板挟みに遭い、疲弊する毎日を送っていた。仕事の状況にもよるけれど、場合によっては休みなく何日も連続勤務することがある。朝早くから家を出て、夜遅くに帰って来ることもしばしばで、とにかく大変な毎日だった。

（でも、楽しいからいいんだけど）

　体力的にも精神的にも辛いことはあるが、やりがいも見出していた。自分が提案した陳列で店舗の売上が上がれば嬉しいし、新しいキャンペーン企画を立ち上げて会社を動かすことにも喜びを感じている。

　とはいえ、やめたいとも転職したいとも思わないが、やはり日々のストレスは溜まるもので……。美咲にとって、食事や入浴を済ませたあと、缶ビールを一本飲むことが至福のひとときだった。

　そして、ビールを片手にスマホを手に取るとどこかへ電話をかける。

「や、おばあちゃん元気？　うん、私のほうはいつも通り」

　こうして、週に一度くらいの頻度で実家に電話するのも習慣だ。特に祖母は心配性で、一人だけの孫娘である美咲のことをいつも気にかけている。

「えっ、新しい彼氏？　そんなの全然よ。今は仕事が楽しいもん、やりがいがあるし。……なに、占ってあげようかって？　やめてよ、おばあちゃんの占いって結構当たるから悪い結果が出ると嫌だし」

　少し話すと祖母から母へと受話器が渡され、しばらく他愛ない会話を続けてから電話を切った。

　徐々に酔いが回り、体が熱くなってきたところで、寝る準備をする。

　良い睡眠を取るためのルーティンが美咲にはあった。

　それは、就寝前に行う――一人エッチ。美咲のストレス解消方法とは、自慰行為だった。

　枕の下からお気に入りの『あいつ』を取り出すと、彼女の体は反射的に疼きを覚え始める。

「ソーマ、今日もよろしくね」

　愛用のラブグッズである『SOphilia（Magenta-color）』。文字をとって『ＳＯ―Ｍａソーマ』と美咲は呼んでいる。ちょっと痛い気もするが、今年で三十三歳になり、結婚の芽どころか、もう何年も恋人すらいない美咲からすれば、気にすることではない。愛称をつけることで愛着が湧き、気持ちよさが増すのであればニックネームくらいつける。

　何年間も毎日のように一人エッチを続けていれば罪悪感や恥じらいみたいなものはなくなり、むしろ効率的だと思うようになった。

　若い頃は人肌や愛が恋しかったこともあるが、そのために面倒な駆け引きや気遣いをすることに疲れてしまったのだ。

　出会い系アプリで一夜の相手を見つけるという方法にもそそられない美咲は、夜な夜な自分を慰める行為で欲求を満たしていた。

　大好きなＴＬ小説をスマホで読みながら、胸やお腹を触り気持ちを盛り上げていく。

「ん……」

　エッチシーンをひと通り読み、頭の中に妄想を残したら、ソーマの登場だ。

　ソーマは、吸引バイブだった。陰核にシリコンの吸引部を当て、吸われるような刺激を与えてくれるおもちゃ。ローターや電マ、ディルドなどひと通りのラブグッズは試してきたが、一番しっくり来たのが吸引バイブだった。

　ソーマとの出会いは半年前。まさに運命的なもの。

　愛用の吸引バイブは、現在購入することは不可能になっている。正確に言うならば流通すらしたことがない。たまたまＳＮＳで『SOphilia』のモニターを募集していて、酔った勢いで応募してしまったのだ。

　すると見事に当選し、数日後に商品が届いた。素面の時だったので戸惑いはしたが、レビューを戻さないといけない手前、適当に流すわけにもいかず……。吸引バイブの噂は聞いていたので興味があった美咲は使用してみることにした。

　結果は、ものの一分で絶頂。陰核全体が優しく包まれ、小刻みな振動に花粒を刺激される。あまりの快感に恐怖すら感じたが、当てたソーマを離すことはできす、美咲は脚をピンと伸ばして果ててしまった。

　それからというもの、すっかり吸引バイブにハマったのだ。

　レビューをメールで送信し、やることをやり終えた彼女は吸引バイブの愛撫に毎日酔いしれるようになった。

（もう手に入らないんだけどね……）

　故障した時用にストックを探そうと思い、検索をかけたところ、販売元は行方不明。商品名でリサーチしても、全く引っかかることはなかった。おそらく販売会社が倒産でもしたのだろう。

　これが最後の一個かと思うと尚更愛着が湧いてしまい、名前までつけて一人エッチを楽しんでいる。

（そろそろ……）

　ショーツを脱いで、脚をＭ字に開く。ＴＬ小説を読んで溢れてしまった愛液を絡ませてから、敏感な突起に吸引バイブを当てた。スイッチを入れると小刻みな振動と共に、陰核に吸い付いてくる。

「あっ……ン……あっ、あっ……！」

　ビクビクと腰が震え、だんだんと快感の渦に呑まれていくのに合わせて、足先に力が入ってしまう。

　名前の通り、陰核を吸引されているような激しい刺激に、美咲の性感はどんどん高まる。

「ううっ、ひゃっ……！　あ……ん……！」

　次第に強くなってくる快感につま先を丸めながら、上半身をのけぞらせた。

「はぁ……んっ、あっ、イ……、イ、ク……ぅ……ッ！　…………………………くぅッ！」

　迫りくる快楽の波を素直に受け取り、美咲は尻を高く浮かせながら絶頂した。

　達した余韻を感じつつ、呼吸を整える。昔は一人エッチに時間をかけていた時もあったが、最近ではその時間すらも惜しいと思うようになり、短時間での絶頂を楽しんでいる。

（これで一番弱いんだから、すごい……）

　弱・中・強と三段階に強さを調整できるのだが、弱であっという間に飛んでしまうくらいには十分な快楽だった。中や強の強さも興味はあるが、どうなってしまうか怖いため、まだ試したことはない。

「はぁ……はぁ……やっぱソーマ、最高ぉ……」

　明日は休日だ。片付けなどは起きた時にやればいいか、と美咲はそのまま眠りに落ちていった。
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　一度イってから眠ると、深く眠ることができる。

　日々の疲れもあり普段は深夜に起きることのない美咲であるが、今日は偶然、うっすらと意識が覚醒したのだった。

（あ……）

　夢の中にいるのか現実の世界なのか、どちらかわからないまどろみの中で彼女は、チュッ、チュッ、という水音を耳にした。

（これ、夢じゃない……？）

　より意識がはっきりしてくると、下半身に違和感を覚える。何か温かいものが股の間にあり、敏感な部分に触れているのだ。まるで吸引バイブに吸われているみたいだなと慣れ親しんだ感覚に心地よさすら芽生えた瞬間、美咲はハッとして勢いよく体を起こした。

「……………………誰？」

　美咲の目の前には男性がいた。明かりをつけっぱなしで寝てしまったため、その容姿ははっきりと視認することができる。

　艶やかな黒髪は綺麗に整えられ、涼しげな目元はじっと美咲を見つめていた。妖艶に歪められた口元からは色気を滲ませ、鼻は高く通っている。かがんでいるためよくはわからないが身長も高そうで、黒いシャツをまとった体躯は細身ながらがっちりと引き締まっていた。

（うわぁ、めっちゃイケメン……！）

　アイドルかと見間違うくらい眉目秀麗な男が、何も身につけていない下半身の近くに屈んでいる。綺麗な顔立ちにしばらく見惚れていたが、我に返った美咲の口から、

「きゃーー!!」

　と思わず悲鳴が漏れ、そのまま飛び退くように逃げ出そうとした。

「美咲さん、待ってくれ！」

　男は起き上がると、美咲の口を塞ぐように手を当てた。そのまま、ぐっと近づいてくる。

（こ、殺される……！）

　相手は変質者だ。戸締まりはきちんとしたはずなのに、どうやって家の中に入り込んだのだろう。だが、今はそれどころじゃない。とにかく命の危険が迫っている。

　筋肉質な腕で身動きを封じられてしまい、美咲はどうすることもできない。ああ、もうダメだ、と思っていると男ははっきりと言い放った。

「俺だよ。ソーマだ」

（誰……？）

　そーま、という男友達は美咲にはいない。やはり変質者じゃないかと目元に涙を浮かべていると、彼はそのまま話しかけてくる。

「美咲さんが使ってる吸引バイブだよ。『ソーマ』って呼んでるだろ？」

「な、なんでそんなこと知ってるのよっ!?」

　ラブグッズのことは友人にすら話したことはない。まして、『ソーマ』と呼んでいることは誰にも知られていないはずだ。

（もしかして、盗撮とか、盗聴とか……？）

　それならば知っている理由に納得がいく。もし自分のプライベートが誰かに見られていたと思うと、それだけでゾッとした。

（と、とにかく警察……！）

　必死で男の手を振りほどき、枕元にあったスマホを手に取って一一◯番をしようとする。

「だから待って！　美咲さん！」

　再び手首を押さえられ、スマホを取り上げられてしまう。万事休すと思いながらも、押さえられている手首には乱暴に力が込められているわけではなく、不思議に感じた。

（襲うんだったら、もうやってるよね？　懐柔してからするつもりとか……？）

　考えることが多すぎて、わけがわからなくなる。

　ただ、男の眼差しは確かに優しげなものだった。少なくとも、欲望に身を任せて女性の尊厳を踏みにじろうとする暴漢には見えない。

「美咲さん、何度でも言うよ。俺は、あなたが使っている吸引バイブの『ソーマ』だ」

「……いや、意味がわからない。なんで吸引バイブが人にっ!?」

　よく読んでいるＴＬ小説ですら見たことない展開に、美咲は納得することができない。

「俺が人になった理由？　それは、美咲さんのことを――愛しているからだよ。この想いはずっと胸の内に秘めていたんだ。こうして人間になって、言葉で伝えられてすごく嬉しい」

　突然の告白に、美咲の頭はパニックになる。

　仮にこの男が自分に好意のあるストーカーだとして、目的は何なのだろうか。単純に体が目的なのであれば今すぐ襲えばいいし、恋愛目的なら正々堂々と来ればいい。これだけイケメンなら、正攻法の方が確率は高いだろう。

　こんなに回りくどいのは、彼が言ったことが本当のこと――吸引バイブが人になったからなのではないか。

（そんなバカなこと……）

　ありえるはずがない。一瞬でも彼の主張を受け入れてしまいそうになり、美咲はかぶりを振る。

「信じてくれないなら、体に直接訴え掛けるしかないな」

「――――ッ!?」

　やっぱりだ。やっぱり体が目的だった。

　彼の本性を掴んだと思った美咲は必死の抵抗をする。先ほど一度振りほどかれたからか今度は油断していないようだ。腕が震えるほど力を入れてもびくともしない。

　美咲の膝を強引にこじ開け、彼は茂みに隠された蜜壺に顔を近づける。そして、唇を尖らせ、秘芯に吸い付いた。

「んぅっ！」

　陰核を唇で挟まれ、小刻みに吸引していく。ジュッ、ジュッ、ジュッ、というリズムは、どこか覚えのあるものだった。

（こ、これぇ……！）

　機械とは違い温かさがあるが、確かに吸引バイブ『ソーマ』の動きだ。毎日のように使っているため、その動きは誰よりも理解している。

「やぁ……ダメ、あんっ……やめ……」

「俺を感じてくれ。わかってほしいんだ」

　彼の言葉は真剣味を帯びていた。さらに、腰に手を回してより密着してくる。

　陰核全体を包まれてテンポよく吸われ続けると、ビクビクと体が震えてきてしまった。

　完全に毎晩自分が一人エッチしている時と同じ動きだ。

　何より、包み込む強さや動きが愛用している『ソーマ』とそっくりなのだ。

　惚れ込んだ振動と寸分の違いがないような彼の口淫は、まさに『ソーマ』だった。

（あ、ダメ……ッ！　私……イっちゃ……!?）

　体が覚え込んでいる快感はいとも簡単に自分を追い詰めてきて、男の頭を押さえながら、美咲は絶頂した。大きく体をうねらせながら、甘い息を吐く。額には薄らと汗をかき、愛液が溢れ出した。

「美咲さんのイキ方、やっぱり可愛いな」

　蜜で濡れた口元ににやりと笑みを浮かべながら、ソーマと名乗る男が体を起こした。

「今ので分かってくれたんじゃないか？」

「…………」

　何も言うことができない。吸引バイブが擬人化したなどまさに夢のような話だが、慣れ親しんだあの快楽は確かに『ソーマ』のものだった。まだ完全に変質者の疑いが消えたわけではないが信用する気持ちも出てきた。しかし、同時に疑問も浮かび上がる。

「あ、あなたが私の『ソーマ』だったとして、どうして人に……？」

「原因はわからない。ただ、おもちゃの時も薄っすらと意識があって、毎日のように美咲さんに使ってもらっていたのは覚えてるよ。どうすれば喜んでくれたかも」

　かあ、と頬が熱くなる。彼の言うことが本当なら一人エッチを見られていたどころか、彼自身を使用していたことになってしまうからだ。

「原因はわからないけど、理由はわかる。まあ、勘にすぎないけどね」

「わ、私を愛しているからとでも？」

　愛している、なんてこんなイケメンに言われたことがないから、さっきの言葉はしっかりと鼓膜に焼き付いている。

「そう。美咲さんが俺で気持ちよくなってくれてさ、俺のことを大事にしてくれて、本当に嬉しかったんだ。それで、もっと気持ちよくさせたいなって思ったら、こうなった」

　あっけらかんと言う彼の表情は、まさに人間のものだった。完全に警戒を解いたわけじゃないが、彼の声や仕草には美咲を安心させる何かがあるらしい。

「というわけで、人間になっても美咲さんのことを気持ちよくさせるから。あと、せっかく人になったんだから、『ソーマ』じゃなくて『蒼そう真ま』って呼んでくれる？　この方がなんかしっくり来るんだよね。というわけでよろしく」

「よろしくって……」

（まさかこのまま一緒に住むというわけじゃないでしょうね？）

　美咲が考えていると、蒼真が耳元で低く囁いた。

「まだ満足してないんでしょ？　ク●を吸う以外にも気持ちよくしてあげるからさ」

「え……？　そ、そんな大丈夫……！　もういいからっ」

　体温や唇の感触がある分、おもちゃよりも気持ちよかった。あれ以上、感じさせられてしまったら自分がどうなるかわからない。

「嘘。本当は俺がほしいんでしょ？」

　蠱惑的な声音で美咲を誘ってくるが、咄嗟に断れない。さっきの奉仕で火を付けられたのか、キュンと子宮が疼いて欲望が膨らんでいた。

「ほら、ここはもう素直だし」

「やめ……！」

　蜜壺に指を入れると、彼はわざとらしく音を立てた。ニチャニチャと卑猥な音が響き、与えられた刺激に顔を歪める。

「感じてる顔、マジでエロいよ。俺も我慢できない」

　はあ、と熱を帯びた息を吐くと、蒼真は口付けをしてきた。

「んっ!?　やっ、離れなさいよっ！」

　とっさに手で払うと、彼は綺麗に避けて距離を取る。

「まあ、すぐに信頼するのも難しいだろうし、始めはゆっくりやっていこうか」

「やっていこうって……。私はまだあなたのことを受け入れたわけじゃないの」

　突然現れた男のことを、美咲はまだ怪しんでいた。

　隙を見つけて追い出すか、警察へ連絡してやろうとも考えている。だが、残念ながら男と女の体格差では抵抗も難しいので、様子を見ているだけだ。

　蒼真のほうは、親愛の情を浮かべながら近づいてくる。

「俺は美咲さんの敵じゃないよ。何も酷いことはしないって」

「そう言われても、簡単に信じられると思う？　寝込みを襲われたのに。それに、あなたが『ソーマ』だっていう話も……」

　美咲は警戒しつつ後ずさりして、蒼真から離れようとする。

（だいたい、なんで吸引バイブがこんなイケメンになるのよ!?　……確かに、あの刺激は『ソーマ』っぽかったけど）

　警戒しながらも他のことを考えていたせいか、わずかに気が緩んでいた。

　そして、そのタイミングでちょうど壁際まで到達してしまう。

「あっ……」

「もうそれ以上は後ろへ行けないね、美咲さん」

「……私を襲う気なの？」

「そんなことはしないって。でも、美咲さんと仲良くなりたいんだ。俺に敵意がないことを理解してほしい」

　蒼真はそう言うと、ゆっくりこちらへ手を伸ばした。

　手が頬に触れると、美咲は一瞬体をこわばらせる。このまま犯されてしまうのではないかと思ったからだ。

　反射的に顔を逸らすと、蒼真は美咲の手を引いた。

「えっ……？」

　驚く彼女に、その甘いマスクで微笑みかける。

「ほら、美咲さんの嫌がることはしないって言ったでしょ？　強盗や強姦魔だったら容赦なく襲い掛かってるはずだよ」

　彼はそう言って手を下ろし、自分に敵意がないことをアピールする。演技かと疑うが、彼の優しげな表情はさっきから変わることがなかった。

「敵意がないのは……わかったけど……」

「それを理解してくれれば上々かな。あとは、美咲さんに俺のことを知ってほしい。そのためには、ね……」

「ま、まさか……？」

　誘うように細められた彼の瞳に、美咲は息を呑んだ。

　彼女の頭の中では、昨日の夜にしていたことが思い出されていた。

　お気に入りのおもちゃである『ソーマ』を使い、はしたなく喘いでイってしまう自分。

　目の前の男がそのおもちゃが擬人化した存在だというなら、その時のことも覚えているはずだった。

「美咲さん、最近はお手軽に一回使うだけで終わっちゃうから、もっと気持ちよくしてあげたいと思ってたんだ。明日は休みでしょ？　体の奥までたっぷり溶かしてあげるよ」

　近づいてくる彼に敵意を感じなかったためか、美咲はあからさまに抵抗ができなかった。それどころか、彼の口から零された言葉にどきっとして、彼に見入ってしまった。

「美咲さん……」

　熱を溶かしたかのような声に導かれるように彼のほうに顔を向けると、美咲は一瞬で唇を塞がれる。

　彼の突然の行動に呆けるようにしていた美咲に、蒼真はキスを繰り返した。

　唇を触れ合わせるだけのものから、徐々に濃厚になっていく。

「んっ、ダメっ……やめなさいっ！」

　キスの合間にやっとの思いで顔を背けた美咲が拒絶の姿勢を示そうとすると、彼はどこか得意げに答えた。

「でも美咲さん、さっきので満足してないでしょう？　俺、そういうことはよくわかるんだよね」

「『ソーマ』だから？」

「ああ、そうだよ。安心して、美咲さんがどこを触れられると気持ちよくなるのか知ってるから」

「あっ、また……んぅっ、きゃっ！」

　蒼真はキスを続けながら、片手を美咲の背に回して支えた。唇だけの軽いキスが再び深い口付けへと変わっていく。先ほどの口淫と巧みな舌先の動きで力が入らないため、無理やり唇を割られてしまった。

　美咲は手を動かして蒼真の体を押し返そうとする。

（う、嘘っ……力が、入らない？）

　彼の胸板に手を置いたはいいけれど、そこから押し返すための力が入らない。

　最初は彼女自身どうしてなのかわからなかったけれど、徐々に理由がわかってきた。

（そうか、彼の……蒼真のキスが気持ちいいんだ）

　今しているキスは、今までの人生の中でも一番だと断言できるほど気持ちよかった。

　蒼真は美咲の様子を見ながら、キスの仕方を調節している。

　彼女が拒むように口を閉ざせば緊張を解くように優しくキスして、リラックスして緩めばすかさず舌を絡める。

　その甘い愛撫を前に、ここ数年は一人で慰める経験しかなかった美咲の体からは、行為を受け入れるように力が抜けていった。

「はぁ、はぁ、んぅっ……ふぁ……」

「綺麗だよ美咲さん。今までは下から見上げていたけれど、こうして間近で見るとより素敵に感じる」

　蒼真は甘く囁くようにしながら何度も何度も熱心にキスを続けた。頭を撫でて、体を引き寄せながら優しく、時に激しく。

　彼の奉仕に絆され、美咲はだんだんと警戒を解き始める。

　彼女もこれまでの人生でそれなりに異性との経験を重ねてきたが、ここまで相手を労るように触れられるのは初めてだった。気持ちを伝えてくるような口付けに、心まで解かれていくよう。

　だからこんな風にキスをくれる相手について、もっと知りたくなってしまったのだ。

　たとえ相手がいきなり現れた見ず知らずの男で、自分の愛用していたバイブが擬人化したのだと言っていても。

「どうして私に執着するの……？」

「理由はある。だけど、今は美咲さんのことだけ考えさせてほしい。せっかくこうして自分から動けるんだから、たくさん気持ちよくなってほしいんだよ」

「そんなことを言われても、私はもう十分だから……」

　キスだけで気持ちよくさせられてしまったことが恥ずかしくて、美咲は視線を逸らした。

　けれど、蒼真は彼女を逃さない。

「嘘はいけないな。美咲さん、俺はあなたの、特に性欲の部分についてはよく知ってるんだ。毎日お世話してきたからね」

　少しいじわるな口調で言うと、彼は美咲の頭をわずかに傾かせ、今度は首筋へキスを落とした。ちゅうっと強めに吸われたのを感じると、彼女は慌てて声を上げる。

「なっ、そこはっ……あんっ！　ダメっ、痕が……」

「変な虫がつかないようにしているんだよ。……俺だけのものにしたい」

　独占欲の鱗片を見せるような彼に目を見開く美咲だったが、ぼそっと零された後半の言葉が彼女の耳に届くことはなかった。

「さあ、もっと美咲さんの声を聞かせてほしいな」

　蒼真はそう言うと、再びキスを続ける。唇を何度も押し付け、その感触を美咲へ味わわせた。

（ダ、ダメっ……なんで、キスだけでこんな……）

　彼からの絶え間ないキスで感じてしまっている。唇を受けた場所から沁み込んでいくように広がる快感。その感覚に体は徐々に熱を持ち、息が上がり始めた。

「可愛いよ、美咲さん。でも、まだまだこれからだよ」

　蒼真は首筋へのキスを終わりにすると、下へ下へと頭を移動させていく。鎖骨を通過して胸元へと、まるで足跡のようにキスを残す。流れるような手つきでシャツをはだけさせると、美咲の乳房が露わになった。

「ここも綺麗だ。真っ白で、大きくて柔らかそうで……」

「い、一々そんなこと口にしなくていいからっ！」

　反論する美咲の声を受け流し、下着をずらした蒼真はまだ勃ち上がっていない乳首に吸い付いた。一定のリズムでの吸引はやはり覚えのあるもので、虚勢を張ろうとする美咲の思考をいともたやすく快感で塗りつぶし始める。

「あんっ、そこ、ダメ……」

「どうして？　もう勃ってきたよ？」

　邪魔に感じたのか、蒼真は背中に回している手を動かし、ブラのホックをはずした。一瞬のことで美咲も抵抗できず、次の瞬間には下着が完全に取られ、豊満なバストがむき出しになった。

「やっ、待って！　あっ……」

　心許ない感覚に、美咲は思わず声を上げて片腕で胸を隠した。

　目の前にいる蒼真はニコリと笑みを浮かべている。

「やっぱり気持ちよくなってるんだね」

「蒼真が急に吸い付くから……」

　図星を突かれ、頬を染めながら美咲は小さく呻いた。蒼真の指摘どおりすでに蕾は勃ち上がって、わかりやすいくらい自己主張している。

「もっと気持ちよくしてあげるから。日々の辛いこと、全部忘れさせてあげる」

　蒼真は胸を隠している美咲の手をどけると、片手で乳房を支えながら、その頂点へ吸い付いた。乳首を口に含むと舌を使って舐め、さらに得意の吸引で刺激する。

　口の中に柔肉を含みながら、舌先で蕾を弾いていく。すでに勃起している頂きは無抵抗のまま、愛撫に震えていた。

　吸引バイブは乳首にも使うことができる。普段はすぐに終わらせたいから陰核の刺激にしか使わないが、吸引バイブと同じ動きでもたらされる胸への刺激がこんなに気持ちがいいとは思わなかった。唇にくわえられた乳首がちゅうちゅうと吸われて、さらに舌先が先端に触れてくすぐるように刺激してくる。程よい振動が硬い先端から体中へと快感となって駆け巡っていく。

「美咲さん、もっと気持ちよくなって。それで、もっと声を聞かせてほしいな」

　蒼真はそんな彼女の様子に気をよくして、さらに乳首への愛撫を続ける。最初は弱く舐めるようにしながら、徐々に吸引を強くしていった。チロチロと細かい舌遣いから、乳房を頬張るような大胆な動きに変わり始める。

「や、あうっ……！」

　美咲が嬌声を漏らしてしまう度に蒼真は嬉しそうな表情を浮かべ、より舌遣いが淫らになっていった。

　襲い来る快感の中で、美咲はこの快感から逃れる方法を懸命に考えようとしたが、それすらも甘い刺激によって霧散させられてしまう。

「ダメ、私っ……くっ、あぁっ……！」

　胸元から生まれた快感はやがて全身を駆け巡り、お腹の奥で渦巻いている甘い疼きがみるみる強くなる。

「すごく濡れてるよ」

　彼の言葉でふとそちらに意識を向けてみると、溢れ出た愛液がベッドのシーツにシミを作っていた。途端に火がついたようにぼっと頬が熱を持つ。

　久しぶりに体温のある愛撫を受け、奥深くに眠っていた欲望が呼び起こされたみたいだ。抵抗することは常に頭にあるが、このまま強引に快楽を味わわせてほしいという欲望すらも首をもたげ始めていた。

「俺も我慢できない。もっと舐めたい」

　今度は大きく身をかがめて、脚の間に入り込もうとする。

「ちょ、ちょっと待って！　そこはっ！」

「ダメなの？　さんざん俺を使ってたのに。今回も気持ちよくしてあげるから、心配しないで」

「そういう問題じゃ……！」

　制止も意味をなさず、蒼真は美咲の秘所へ奉仕を始めた。両脚をこじ開けて、股の間に頭を埋める。そして、陰唇を手で広げて陰核に唇を付けた。

「あ……んっ……！　ああっ、くっ！」

　肉豆に舌が触れると、美咲の全身が大きく跳ねた。ぺろりとひと舐めされただけなのに腰が跳ねるほどの快感。一瞬で離れてしまった舌に物足りなさを感じ、彼女は自然とねだるような視線を蒼真に向けてしまう。

「今、物足りないって思ったでしょ」

　図星を突かれ、何も言うことができない。ストレス解消とはいえ、毎晩のように自分で慰めるほど性欲が強いため、中途半端な刺激はかえって美咲の情欲を焚きつけるようだった。

「もっと気持ちよくしてあげるから、いっぱい感じて」

　陰核の周囲をゆっくりと舐め、焦らすようする。包皮の上から何度も優しく舐められると、花粒はさらに硬さを増して頂きを主張し始める。頭の部分が皮から剥けて、より強い刺激へと変わっていく。

　蒼真の舐め方は、まるで美咲を自分に馴染ませるようだった。自分が何者であるか、敵意がないこと、そして愛情。それらを伝えようとしているようにも思える。

（もっと……して、ほしい……）

　優しさは感じるが、同時に快感もほしかった。頭の中が官能の波で支配され、とにかくもっと気持ちよくしてほしいという思考で塗りつぶされる。

　そんな美咲の願望に気がついたのか、蒼真は艶っぽい笑みを浮かべた。

「もう我慢できなくなったでしょ？」

　美咲が答える間もなく、蒼真は一気に吸い付く。皮から少し剥き出しになった陰核だけを絶妙に吸い上げた。

　吸引された陰豆は完全に皮が剥けていく。全体が露出し性感帯の面積が大きくなったところで、蒼真は舌先を激しく動かした。

「あんっ……！　それっ、ダメっ！」

　強い快感に思わず悲鳴を上げてしまっても、彼の舌遣いはより激しくなるだけだった。興奮で硬くなってきた陰核を舐め上げ、唇で挟んでトロトロにする。快感を得る度に腰が跳ね上がり、美咲は逃げることもできなかった。

「ん……ふぁ……ぅ……！　ああっ、あっ、ああっ」

　なんとか気持ちを落ち着けようとするも、体は言うことを聞かない。それに加えて、蒼真はより快感を与えようと舌を動かした。

「やっぱり舌だけじゃ限界があるよね。人になれたんだから、使えるものは使わないと」

「指は……ダ、ダメ」

　蒼真は快感で蕩けきった秘所へ指を押し当て、そのまま中へ進めた。ぐぐっと異物が侵入してくる感触に、思わず眉を顰める。

「ひっ、あぅっ……ああっ、ああ……！」

　蒼真の愛撫は指でも的確だった。美咲の体を傷つけないよう慎重に動きながら、少しずつ奥まで挿入してくる。初めて彼のものが体の中に入ってくる感覚に美咲は戸惑いつつも、先ほどからの愛撫のせいでこれから与えられるであろう快感に期待してしまっていた。

　挿入するときは伸ばした状態だった指だけれど、奥に入れるとそれをグニグニと曲げて刺激する。

　指の腹で膣壁を撫でられる感触と共に、お腹の中から気持ち良さが溢れた。

「くっ、ひゃっ、んんっ……中、いじられてっ……う、あぁ……ッ！」

　特にお腹側の壁をじっくり刺激されると、天にも昇ってしまいそうな快感に襲われた。

　これに唇の吸引愛撫が合わされば、もう我慢できるはずもない。

　恥ずかしいくらいに身悶えしながら嬌声を漏らしてしまう。

「無理っ、もうダメっ……。ほんと、やめ、て……」

「どうして？」

　上目使いで尋ねてくるその視線すらも色気に満ちていた。

　理由なんてわかっているくせに、言わせたいがためにわざと訊いてくるそのいじわるな言葉にも、感じてしまっている。

（どうして……私……）

　自分でも驚くくらい興奮している。口ではいやだと言っているが、腰は彼の愛撫を求めていた。

「はぁ……んっ。もう、ダメ……！　イ、ちゃう……！」

「イって。美咲さんのイクところ、見たい」

「あんっ、んっ、ああっ」

　膣内が痙攣し、緊張と緩和を繰り返していく。そのリズムに合わせるように指の動きも加速させた。くちくちと淫猥な水音を響かせながら、手前の気持ちいいところを小刻みに刺激し続ける。

「イク……、もう……、イっちゃ……！」

　ビクン、と大きく跳ねて美咲は果てた。お尻を浮かせ、つま先立ちで上反りになりながら愉悦の感覚に身悶える。

　蒼真は絶頂に合わせて手の動きを調整した。快感の波が収まってくるとそれと同じように所作の速度を緩める。どこまでも美咲を思いやるような動きだ。

「はぁ……んっ……。あっ……あぁ……！」

　絶頂の余波が収まり、美咲は火照った体をだらりと脱力させた。まだ快感の残滓が体に残っているのか、時折ぴくりと体が震える。

　あまりの快感に、美咲は何も言えずにいた。

（こんなに気持ちいいなんて……）

　おもちゃで慰めていたのは、そのほうが気持ちいいと思っていたからだ。男の人の指と口でこんなに乱れてしまうなんて想像したこともなかった。

　ここまで興奮してしまったのは、単に上手さだけではないだろう。自分のことをしっかりと見つめて、感じやすいように愛撫してくれた蒼真の心遣いがあってのことだ。

　歯の浮くような甘い言葉の数々が真実であると裏付けるような所作で満たされたのは、体だけではないようだった。

「美咲さん、エロすぎ……」

　体を起こした彼は色気のある笑みを浮かべ、愛撫していた指をぺろりと舐める。そんな彼の姿を目にし、男性の温もりを久しく感じていない美咲は、一度果てたはずなのにすぐに自らの淫猥な欲望が膨らんでいくのを感じた。

「やっぱり俺も我慢できないな。今日は触るだけにしようと思っていたのに」

　熱を孕んだ声でそう言った彼が下に履いている黒色のスラックスを下着ごと引き下ろすと、巨大な剛直がぶるんとその姿を現した。天井に届くと思うくらいそそり立ち、赤黒い血管が浮き出ている。引き締まった細身ではあるが、剛直のほうは極太で、長さもしっかりと備わっていた。

（すごい……）

　久しく見ていないその部分は十分すぎるほど立派で、美咲は彼がそれを露出させた意味を瞬時に理解した。彼女はおそるおそる顔を上げ、蒼真へ問いかける。

「そんなに、私としたいの？　もう何年も色恋沙汰から遠ざかって、枯れているような女なのに」

　なんでそんなこと言ったのかわからない。ただ、彼の真意をはっきりと聞いておきたかったのだ。

　蒼真は首を横に振った。

「そんなことはないよ。美咲さんは今が一番綺麗だし、俺がもっと素敵にしてみせる」

　自分ならそうできると信じて疑わない、自信に溢れた瞳だった。

　己の快楽を満たしたいだけだったら、こんな言葉は言わないと思う。もっと上っ面な軽い言葉で褒めただけだろう。だが、彼の言葉はまるで将来を感じさせるようなものだった。

「久しぶりだから……優しくしてね」

　気がつけば、そう口を開いていた。彼を受け入れるようなことを言ってしまった自分に驚きつつも、自らの声が耳朶に触れると、美咲の中で自然と覚悟が固まっていった。

「ありがとう、美咲さん。約束するよ」

　蒼真はそう言って笑うと、彼女の額に柔らかいキスを一つ送った。そして、美咲の脚を持ち上げると言葉通りゆっくり挿入していく。先ほど丁寧にほぐされたとはいえ、かなりの太さのために容易に入ることはない。蒼真は痛みを感じさせないために何度か馴染ませるように剛直を揺すり、段々と腰を押していった。

「はぁ、はぁ……く、んぅ……」

　大きさによる圧迫感で、美咲はわずかに苦しげな声を漏らす。ゆっくりと埋まっていく彼のものは熱く、美咲はその存在を自らの中で感じずにはいられなかった。

「美咲さん、辛くない？」

「大丈夫……。ちょっとびっくりしただけだから」

　彼が腰を押し進める度に甘い痺れが全身を駆け巡る。膣壁にぴったりと剛直が密着し、笠の部分の出っ張りが襞を押し上げながら奥へ奥へと侵入してきた。

「入れただけで気持ちいい」

　は、と熱く悩ましげな吐息を漏らした蒼真は、熱に浮かされたような表情でそう零す。その顔は酷く淫靡で、劣情を煽られた美咲の内壁が剛直を無意識にキュンと食い締めた。

「煽らないで、美咲さん。ぎりぎりの理性でなんとかしてるんだから」

　美咲の細腰を掴んだ彼の剛直が、蜜路の奥までたどり着く。膨らんだ笠の部分が最奥の窄まりに当たり、一層強い快感が彼女の体を駆け抜けた。こんな最奥で感じたことは久しいため、美咲は刺激を逃がすように首をふるふると横に振る。

「動いてないのにすごい締め付け。美咲さん、可愛いよ」

　愛おしそうに目を細めた蒼真はゆったりとした手つきで彼女の顎を掬い上げ、その唇に優しくキスを落とした。

　何度か唇が触れ合うと、どちらともなく舌を絡ませあった。それは、お互いの温度が溶け合うような、存在を確かめるように交わす口付けだった。

　繰り返される甘いキスに美咲はすっかりと蕩かされ、緊張からこわばっていた体の力が抜けていく。

「美咲さんの中、すごく熱いね。入れたものが溶けてしまいそうだよ」

「そ、そんなこと言われても……」

　彼は美咲の反応を見ながら、徐々に腰を動かし始めた。根本まで深く挿入された剛直が入り口付近まで引き抜かれると、エラの出っ張った部分が膣壁を削り、ゾワゾワするような感覚が駆け巡る。

　速度が上がると自然と肌と肌がぶつかる音も大きくなり、リズミカルに部屋に響き渡った。

「あんっ、んんっ！　だめ……きも、ち、いい……」

「俺もだよ」

　長く息を吐き出した蒼真は、飢えた獣のような瞳でこちらを見つめている。その表情に美咲の中の官能が刺激され、彼女は無意識に体を震わせた。彼の美咲の腰を掴む指先に力が入り、がつがつと何度も熱い楔を穿たれる。

「あんっ、んんっ、ああっ！　ああ……あんぅ……」

「絡みついて離れない。すごい吸い付きだ」

「やぁ……あんっ、んぅ、ああっ！」

「ああ……興奮する」

　蒼真が美咲の脚をグイっと開かせると、より奥まで腰を進めてくる。激しい抽挿が繰り返されると、美咲の蜜壺から溢れた愛液が白い泡となり、薄い茂みを濡らした。

「はあぁっ、ひぐっ……んぅ！　ああっ……！　いい……！」

　巨大な剛直が出し入れされているところに目を遣った美咲は、自らの劣情がさらに膨らんでいくのを感じた。男の情欲に穿たれ、自分の体が快楽を貪るように蹂躙されるその光景には、たまらなくそそられるものがあった。

「あぁあ、また、キ……ちゃ、う……！　そんな、ああっ、はげし、く……」

「くっ……また狭くなった」

　快楽に啼いた美咲の淫壁がきゅんきゅん戦慄くと、中で蠢く怒張の質量が一層増した。反り返りが大きくなり、彼女のお腹のあたりをぐっと押し上げる。

　大きくなった剛直に一突きされる度に奥の窄まりを叩かれ、彼が腰を引くと恥骨裏の敏感な部分を擦り上げられた。

「あああっ！　そ、蒼真……！」

　途切れることのない快感に、美咲はのけぞって身悶える。お尻が浮いてしまうと、さらに深いところで蒼真と一緒になりたいと体が求めて腰が揺れた。

「ダメ……！　もう……また……！」

「俺も……そろそろ出そうだ」

　蒼真もかなり興奮しているようで、口調が僅かに荒くなっている。

　ただ、それも美咲にとっては快感になった。自分を想ってくれる相手と一緒に快感を味わうということに、幸せを感じる。

　蒼真のピストンが激しくなり、美咲の中が一層かき回された。腰がぶつけられる度に、さんざん愛撫された陰核も刺激されて頭の中が真っ白になっていく。

　強く抱きしめ合う。胸板と乳首が擦れ合って、互いに動く度にどこからも快感が送られてくる状態だ。

　しかも、目の前には自分を想って興奮している蒼真の顔があって――。

　もう限界だった。

「イっちゃう……私っ……蒼真っ！」

「美咲さん！　くっ……！」

　性急に剛直を抜くと、蒼真はそれを荒々しくしごき、吐精をした。白濁とした液が勢いよく美咲の腹部に降り注ぐ。

　快楽に酔いしれながら見る射精は、強烈なエロスだった。眉目秀麗な男が太い男根をこすりながら、悩ましげに精を放っている。

　初めて見る光景に美咲はきゅんと下肢が震えていた。
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　翌朝、美咲は部屋に漂う香ばしい匂いに刺激されて目が覚めた。

「んっ、いったい何……ああ、そうだった」

　体を起こしたところで下半身に違和感を覚え、昨晩のことを思い出す。一人エッチをして寝ていたら急に目の前に端正な顔立ちの男が現れ、そのまま肌を重ねてしまった。

　しかも、その男はラブグッズが擬人化したものらしかった。

「私、なんてバカな夢を……」

　欲求不満にも程がある。下半身の違和感もきっと自らを激しく慰めすぎたからだろう。確かに最近は仕事も大変だったし、年齢と共に性欲も増している気がするが、それでも妄想が過ぎた。

「バカな夢なんて言わないでほしいんだけどな」

　彼女の呟きに割り込むように、ダイニングキッチンへつながる扉が開かれた。咄嗟にそちらを向くと、エプロンを着けた男性が寝室に入ってくる。

「はい、美咲さんのコーヒー」

「……夢じゃなかったのね、蒼真」

　わかっていた。わかっていたが、ありえないことが連続で起きたため、美咲は自分の妄想だと一言で片付けたかった。

　だが、すべては現実だった。

　目の前の光景に苦笑いしながら、美咲はベッドの端に腰かけてマグカップを受け取った。手から伝わってくる熱さが、これが夢じゃないと教えてくれる。

「あんなに熱かった夜が夢なわけないじゃないか。間違いなく、俺の人生の中で一番興奮した瞬間だった」

「そう、良かったね。私は正直まだ現実を上手く受け入れられないというか、混乱しているの」

　突然現れた男――驚くような美男だけれど、自分を吸引バイブだと名乗る変質者に性的な奉仕をされて、あまつさえセックスまでしてしまった。

　昨晩のことを思い出していく内に、美咲は頭を抱えたくなる衝動にかられる。

　それを落ち着かせようとコーヒーを一口飲んだところでさらに驚いた。

「えっ？　このコーヒー、私がいつも自分で淹れているのと一緒……」

　コーヒー自体はインスタントだが、砂糖とミルクの具合が絶妙だった。

　美咲はそれぞれ一回使い切りサイズの砂糖とミルクを半分ずつ使う。普通の人間ならそれぞれ一つ丸ごと使うはずなのに、このコーヒーは見事にいつもの味が再現されていた。

　そんな風に驚く美咲を見て蒼真が嬉しそうな笑みを浮かべている。

「驚いたかな？　美咲さん、夜に俺を使った後そのままにしておくでしょ。出かける前には洗ってくれるけど、それまで色々と生活が伺えるんだよね。コーヒーの好みはもちろん朝食の傾向とか、服の好みとか。しっかり覚えてたよ」

「そ、そうなの……？」

　これには美咲も声を上げて驚いてしまった。

　そんな彼女をよそに蒼真はマイペースに話を続けている。

「でも、色々と知っているから家事はやりやすいよ。俺はしばらくここに置いてもらわなきゃいけないし」

「……ちょっと待ちなさい。ここに置いてもらうってどういうこと？　二人暮らしなんて承知してないけど」

　彼の言葉に美咲は待ったをかけるが、蒼真は落ち着いたまま口を開く。

「まず聞いてほしいんだけれど、俺はここ以外に居場所が無いんだ。元々おもちゃだし、家族はもちろん戸籍さえ無い。外に放り出されたら路頭に迷うしかないんだ」

「そ、それは……確かに、ちょっと気の毒ね」

　美咲もここにきて、蒼真があの吸引バイブが擬人化したものだと認めざるを得ないと考えていた。けれど、それと同居することとは別の問題だと思っている。

「でも私の部屋は一人暮らし用なのよ？　ベッドだって一つしかないし」

「問題があるのは理解できるけど、俺には美咲さんしか頼れる人間がいないんだ。ここに置いてもらえるなら家事だってするし、できるだけ迷惑をかけないようにする。美咲さん、このとおりお願いします」

　蒼真はそう言うと、大きく頭を下げた。混乱していた美咲も、蒼真の行動を見て冷静さを取り戻す。

（う……。見た目は二十代半ばって感じだけど、私より年下の男の子を放り出すのは……）

　さすがに気が引ける。外見は成人しているから強引にどこかへ置いてきてもどうにかなると思うが、面倒見のいい美咲の性格からしたら気が乗らないことだった。

　しばらくの逡巡の後に、美咲は一つ息をついて口を開く。

「わ、わかった。私もさすがに鬼じゃないし。しばらく場所を貸すことにする。一応、おもちゃの持ち主である私にも責任はあるだろうし」

「美咲さん、ありがとう！　はぁ、安心した……」

　安心した表情で顔を上げ、ホッと一息つく蒼真。彼のそんな表情を見ていると、美咲の脳裏に一瞬見たことのある光景がよぎった。

（あれ？　なんだか、懐かしいような感覚が……）

「美咲さん、どうしたの？　なにか問題でも？」

「いや、少し……」

　違和感に頭を傾げ、蒼真に問いかける。

「ねえ蒼真、私たちって以前に会ったことある？」

「俺を使い始めた半年前から会ってるでしょ」

「もっと前のことなんだけど……そんなわけないか。元々おもちゃだものね。ごめん、気にしないで」

　そう言うと、美咲はベッドから立ち上がった。

「とりあえず、私は仕事に行かないと。着替えるからキッチンのほうへ入っていてもらえるかしら？」

　蒼真は軽く頷くと、静かにキッチンへ引っ込む。

　その様子を見て、彼女は小さくため息をついた。

「ふぅ。いったいこれからどうなるのかしら……」

　こうして、人間と擬人化ラブグッズの共同生活が始まるのだった。
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　蒼真との共同生活は美咲にとって予想外にも順調だった。

　というのも、蒼真が精力的に家事をこなしてくれるおかげで生活が楽になったからだ。

　彼女が朝起きると決まって蒼真は先に起きて、目覚めの一杯を淹れてくれている。さらに朝食の準備やゴミ出しまでやってくれて、美咲自身は自分の用意だけすればいいという状況だ。

　職場で下手に勘繰られるのも嫌なので避けているが、弁当を作ろうかと提案されたこともある。

　そして、美咲が出かけた後もテキパキと洗濯や掃除を進め、買い出しまで行ってくれる。

　彼女は最初蒼真を外に出して大丈夫か不安に思っていたが、いざ出かけてみると人間と変わらないように動いていた。買い物はもちろん、切符を買って電車にまで乗れるのだから本当に元はラブグッズなのかと驚いたほどだ。

　しかし、蒼真によると人間として活動するに不足の無い知識はあるが、なぜそんなものがあるかは心当たりがないという。美咲は最初こそ怪しんだものの、蒼真が問題行動を起こさず日々を過ごしているのを見て次第に気にならなくなっていった。

　それよりも問題なのは、夜の生活だ。初日に肌を重ねて以来、蒼真は事あるごとに美咲へアプローチをかけてくる。

　例えば、仕事が長引いていつもより遅く帰ってきた日。

「美咲さん、今日は遅かったね。疲れただろうし、マッサージでもしようか？」

　夕食後、くつろいでいた美咲に蒼真が声をかけた。

　もちろん夕食も蒼真が作ったもので、その腕は自炊の心得がある美咲でも舌を巻くほどの上手さだ。美味しいからといって調子に乗って食べ過ぎないよう気を付けねばならなかった。

「マッサージねぇ……」

　蒼真の提案に、美咲は怪訝そうに声を上げる。

「昼間家事が終わると暇だから、手慰みにいろいろネットで勉強してるんだよ。わざわざ本を買わなくても、素人ができるくらいのことは見つけられるからね」

　彼はいつも通りの笑みを浮かべてそう言うけれど、美咲は内心怪しんでいた。あれ以来、すでに何度か二人は体を重ねているが、そのすべてが蒼真からの誘いによるものだったからだ。

「蒼真、最近は何かにつけてエッチなことしようとしてくるじゃない。マッサージなんて、見え見えの罠でしょう？」

「罠だなんて酷いな、美咲さんを癒したいって気持ちは本物なんだけど……。まあ、指摘するような気持ちが全く無いかというと、そうは言えないけれど」

「ほら」

「俺はただ美咲さんに気持ちよくなってもらいたいだけだよ。これまで毎日使ってもらってたのに、急によそよそしくされると寂しいし」

　そう言いながら落ち込んだ蒼真の表情を見ると、美咲は言葉に詰まった。こうもストレートに寂しいなどと言われると、良心を刺激されてしまう。

　蒼真はどこか放っておけない年下の男という感じがした。感情に表裏がなく素直だし、それでいて努力家で働きもの。

　何より愛用のラブグッズということで、妙な愛着が湧いてしまっている。人がいるという環境で自由に一人エッチをするわけにもいかないし、性欲が溜まっていないかというと嘘になる。

　かといって、簡単に流されるわけにもいかないから、複雑な心境だった。

「うーん、今日はあんまりその気じゃないか。仕方ない」

　蒼真も鈍くはないので、美咲の様子から手ごたえが無いことを見て取ると諦めた。このように引き際も良いので美咲もあまり彼を憎めずにいる。

「そう言えば美咲さん、一つ相談があるんだけど」

　普段ならこれで話は終わりなのだが、今日はもう一つ話題があるようだった。

「相談？」

「実は、俺もお金を稼げないかなと思って」

　蒼真は直前までの態度を改め、真剣な顔つきになった。

「お金って……」

　当たり前だが、蒼真の生活費は美咲が出している。家賃は変わらないし、光熱費も微増ぐらい。食費は約二倍になったが、家事を手伝ってもらっている費用と考えれば安い。美咲の稼ぎからしても余裕があるわけではないが、プラスになっていることを考えると一概に迷惑とは言えなかった。

「そんなに心配しなくても大丈夫。ずっといるわけじゃないんだし」

「でも、美咲さんの世話になりっぱなしじゃ悪いと思うんだ」

「私は家事をしてもらってるだけでも十分だけど……」

「美咲さんは構わないかもしれないけど、俺は違うんだ。養ってもらってるだけだと情けないじゃないか」

「まあ、蒼真がそう言うなら仕方ない……か」

　本人がそうしたいと言っているのならば、美咲にも止める理由はない。ただ、確認しておかなければならないことはあった。

「でも、普通にバイトとかできるの？　戸籍が無いんだから、身分証明もできないでしょう」

「そうなんだよね。ネットでいくつか身分証明が必要ないバイトも見つけたんだけど……」

「絶対やめておいたほうが良いって。たぶん碌な仕事じゃないもの」

「おっしゃる通りです。ただ、そうなると中々良いバイトが無くて。他にも、第二候補はあるんだけどね」

　蒼真はそう言うと、机に置いてあるデスクトップパソコンのほうへ向かった。

「これを見てくれないかな？」

　彼が少しマウスを動かすと、画面に何やらグラフのようなものが現れた。

「これって……」

「ああ、少し投資をしようと思ってるんだ。美咲さんはＦＸって聞いたことない？　ニュースとかだと外国為替取引とも言ってるけど」

「聞いたことはあるけど……蒼真が投資なんてできるの？」

　擬人化したラブグッズに家事ができただけでも驚きなのに、その上投資まで行おうとしているなど美咲には信じられなかった。

「実は、もう投資をシミュレートしてみたことはあるんだ。元手の五万円から一週間でここまで増やせたよ」

「どれどれ……えっ!?　ちょ、ちょっと嘘でしょ!?」

　新たな画面で開かれたメモ帳には、十倍近くまで膨れ上がった金額が記されていた。

　一瞬めまいがしそうになってしまったものの、頭を振ってなんとか正気に戻る。

「で、でも、投資なんて危ないんじゃない？　失敗したら凄い損失になるかもしれないのよ」

「個人のトレーダーなんかが時々凄い額の損失を出すのは、大抵はレバレッジっていう資金のブーストを使ってるからなんだよ。今あるお金だけ投資していれば、失敗しても手持ちのお金が減るだけでマイナスになることはそうそう無いんだ」

「へえ、蒼真がそんなに投資に詳しいとは知らなかった」

　耳慣れぬ言葉が出てきたことで少し驚いたものの、美咲は蒼真が投資に関して自分より知識を持っているということを理解した。

「わかった、私にできることがあったら言って。でも、無茶な真似は厳禁よ？」

「大切なお金だから大事に扱うよ」

　こうして美咲は蒼真の投資に協力することになった。

　彼女は当初、投資はあくまで小遣い稼ぎ程度に収まるだろうと考えていた。メモを見せられた時は驚いたが、現実は想定ほどうまくいかないとわかっているからだ。

　しかし、実際に投資を始めてからすぐに蒼真はトレーダーとしての頭角を現し始める。

　その日は金曜日で、すっかり秋が深まって冬が近づいている肌寒さを感じる陽気だった。

「ただいま。少し遅くなっちゃった。……あれ？」

　外の風から逃げるように足早に帰宅した美咲は、食卓の雰囲気がいつもと違うことに気付いた。テーブルクロスが新しくなって、食器も高級感を感じさせるものが置いてある。

　驚いていると、キッチンからエプロンを着けた蒼真が出てきた。

「美咲さん、お帰りなさい！　今日はちょっと冷え込んだみたいだね、寒かったでしょう？」

「ええ、そうね。もう一枚羽織っていけば良かったかも。それよりこれは？」

「今日はちょっと投資のヤマが当たってさ。折角だから普段お世話になってる美咲さんに美味しいものを食べてもらおうと思って」

　まるでレストランのように蒼真が椅子を引いて促し、美咲は食卓についた。

「へえ、ホントに？　私は危ない事になってないかだけ心配だったけど、上手くいっているのかしら」

「それもこれも美咲さんのおかげだよ。飲み物は何が良いかな……ビール？　それともワイン？」

「じゃあ、せっかくだからワインを貰おうかな」

　美咲の目の前にグラスが置かれると、赤いワインが注がれる。

「ちょっと待っててね。すぐ料理も持ってくるから」

　キッチンに戻っていく蒼真を見送ると、美咲はグラスを傾けた。

「んっ……すごい、美味しい……」

　普段はあまりワインを飲まない美咲でもすぐにわかるほど芳醇な香りで、その辺のスーパーには売っていないような上等なワインだとわかる。このワインも含めて、食器や夕飯の材料を含めたらこの部屋の一ヶ月の家賃くらいはいくかもしれない。蒼真の投資は小遣い程度では収まらない成果を上げているというのが美咲にも理解できた。

　そのまま香りを楽しんでいると、トレーを持った蒼真が帰ってくる。

「さあ、まずは魚介のサラダに温かいスープをどうぞ」

「へえ……まさか、コース立てなの？　本格的ね」

「今日のために料理も練習したんだよ。美咲さんに喜んでほしくて」

　そう言ってニコリと笑みを浮かべる蒼真に、美咲も自然と微笑みが零れる。

「ありがとう。じゃあ、さっそく頂こうかな」

　手元のフォークを持つと、まずはサラダに手を伸ばす。口に入れるとシャキシャキとした新鮮な野菜の食感が広がった。

「ん、美味しい！　ドレッシングも良いわ」

「良かった！　それも手作りしたんだよ。どうせなら細かいところまでこだわりたくてね」

　蒼真は美咲の向かい側の席に座ると、食事している彼女を楽しそうに見つめる。自分の料理を美味しく食べてもらえていることを喜んでいるようだった。

　それからも次々と料理が出てきて、美咲の舌を楽しませる。

　最初はぷりぷりの小エビの食感が楽しい魚介サラダに温かいコンソメスープ、それからバターのいい香りが漂う鮭のムニエル。間にトマトのソルベを挟んで、ジューシーなお肉の旨味が広がる厚切りのローストビーフ。ここまでくるともちろんデザートまで用意されている。レモンが爽やかに香るレアチーズケーキだった。

　普段より気合の入った蒼真の料理に舌鼓を打ち、彼女は機嫌を良くしていた。

「本当に美味しい。こんな風に食事をしたのは久しぶり。それに、こんなにゆっくり食事を楽しめるのも」

　勤め先の取引の関係でいいお店で食事をすることもあったが、そういった場では心安らかに食事を楽しむことはなかなかできない。

（それに、誰かが私のためだけに気合を入れて作ってくれた料理を食べるなんて、初めて）

　食事が終わって食後のコーヒーを飲んでいた美咲は、ホッと息を吐いてカップをテーブルに置く。

「ふぅ、ごちそうさま」

「お粗末様でした。どうだった？」

　蒼真は早く感想を聞きたくてワクワクしているようだった。

「とっても美味しかった。特にローストビーフは好きね。また食べたいかも」

「そっか！　じゃあ、いつでも作れるようにしておかないとね！」

　美咲の言葉に蒼真はパッと満足そうな笑みを浮かべ、食器を片付け始めた。

「片付けも俺がやっておくよ。美咲さんはゆっくりしてて」

「そんな、私もやるのに」

「いいんだ。今日はいつもお世話になってる美咲さんにお返しがしたかったんだから」

　彼はそう言うと、美咲の手を引いてソファーに座らせる。

　そのままキッチンに姿を消すのを横目に見て、蒼真がそう言うなら、と美咲は言われた通りにゆっくり過ごすことにした。

　蒼真が淹れてくれたお代わりのコーヒーを飲みながらネットでニュースを見たり、買ったはいいものの忙しくて積んでいた小説を読んだり。

　キッチンのほうからは食器を片付けている音が聞こえてきて、それもまた美咲の心を安らげていた。

（一人の時は静かなほうが良いと思ってたけど、こうして部屋の中に他人の生活音があるっていうのも良いものね）

　そんなことを考えていると、片付けが終わったらしい蒼真がキッチンから出てくる。

「美咲さん、お風呂も準備できてるから先に入ってよ。さっき片づけを始める前にスイッチを入れたから、そろそろ入れる頃だと思う」

「そう？　ありがとう、そうさせてもらうね」

　隅々まで行き届いた心遣いに感激して素直に申し出を受けた美咲だったが、彼がわずかに含みのある笑みを浮かべていたことには気づかなかった。

　美咲は着替えを持ち浴室に向かうと、服を脱いでから中に入る。蒼真の言う通り、ちょうどお湯が張られて良い湯加減のようだ。

　裸のままだとそろそろ肌寒くなってきた季節だというのもあって、彼女は熱めのシャワーで軽く体を流すと湯船に浸かる。

「はふぅ……やっぱりお湯に浸かると気持ちいい」　

　美咲は大きくため息をつくと、全身にたまった疲れを溶かすように肩まで浸かった。沸かされたばかりの熱いお湯は体の芯まで温まるようで、早くも汗が浮いてきてしまう。

　その時、脱衣所からガラス越しに声がかけられる。

「美咲さん、良ければ背中を流そうか？」

「えっ、蒼真？　背中って……別に子供じゃないんだから大丈夫よ」

「そうかな？　一緒にマッサージもしてあげようと思ったんだけど」

「え？」

　湯船に浸かって温まった体を揉みほぐしてもらえば確かに気持ちいいだろう。

　蒼真の提案は魅力的だが、その反面、同時にエッチなことまでされてしまう危険もあった。

　相変わらず美咲の意思は尊重するものの、隙があれば手を出そうとしてくるのだ。

（まあ、注意していれば大丈夫でしょう。もし気分が乗らなかったら断れば蒼真も手を引くでしょうし）

　まさに至れり尽くせりで彼にもてなしてもらい、気を許してしまっていた彼女は蒼真を迎え入れることにした。

「じゃあ、お邪魔させてもらうね」

　美咲がバスチェアに腰を下ろすと、彼が扉を開けて中に入ってきた。

　シャツとパンツの裾をたくしあげていて、意外と逞しい手足がむき出しになっている。

　それに加えて鏡越しに目が合い、少し緊張してしまった。

　よぎった心配をよそに、蒼真はスポンジとボディーソープのボトルを手に取って背中に向き直った。

「今から始めるけど、どこか痛いところなんかあったら言って」

　蒼真はスポンジをシャワーで温めると、ボディソープを泡立てて背中に当てた。

　それからゆっくり動かして、隅から隅まで丁寧に汚れをぬぐっていく。

「良い加減だわ。こうしてお風呂場で他人に背中を洗ってもらうなんて、何年振りかしら」

「俺でいいなら何度でも背中を洗うよ」

「そうね、また頼んでも良いかも……」

　絶妙な力加減で体を洗ってくれていたため、美咲はその心地よさですっかり気が緩んでいた。

　その隙を彼が見逃すはずがなかった。

　スポンジを握っている右手とは逆の手で、蒼真はすかさず美咲の脇腹に触れる。

「ッ!?　そ、蒼真……なにしてるの？」

「何しているもなにも、洗ってるだけだよ。ああ、左手が気になる？」

「べ、別に……何も……」

　蒼真が何でもないように言うので、美咲も気にしすぎかと思い、そのまま続けるように促す。

　右手でスポンジを動かしながらも、左手は徐々に上へ向かって動いている。美咲は最初こそ意識はしなかったが、数十秒もすれば胸に近い位置まで移動してきた彼の左手の存在を意識せずにはいられなくなった。

（これ……逆にドキドキする……）

　風呂場に入れた時点でこういうことになるのは予想していた。始めは断るつもりでいても、いざ彼が手を出してきたら強く拒めないことも。

　蒼真と肌を重ねる度に、拒否しようと思う気持ちが少しずつ薄くなっていったからだ。

　彼の手つきはあくまでも触れている程度のもので、拒絶するほどではない。

　自分だけが意識してしまっているようで、なんだか恥ずかしい気持ちになった。

　スポンジを持った手と反対の手の動きが、だんだんといやらしくなっていく。弱い刺激に責め立てられ、美咲はじわじわと自らの下肢に熱がこもってくるのを感じていた。

「んっ……」

　彼の指が敏感な部分にわずかに触れて、体がぴくりと反応してしまう。

　完全に意識してしまっている美咲とは対象的に、蒼真は平然とした表情のまま謝った。

「手が滑っちゃった……。気を付けるよ。お詫びに他の部分も洗うからさ」

　彼はへらりと笑ってみせると、背中から腕、脚と順番にスポンジを滑らせた。

　熱心に体を洗ってくれている彼に身を預けていた美咲だったが、時折胸元や太もも、お腹のあたりをするりと撫でる彼の手の動きを感じては軽く身を捩る。

　次第に大胆になっていく手の動きを意識しないよう、偶然だろうと思い込もうとしていた矢先、ついに指先が胸の頂をかすった。

「はぁ……ん」

　すでに火照っていた体は軽く触れられただけでも素直に刺激を受け取ってしまった。漏らしてしまった吐息が恥ずかしくて頬を染めると、蒼真はそれを見逃すはずもなく、咎めるような目線を送ってきた。

「美咲さん、感じたでしょ」

「感じて……なんて」

「嘘。エロい顔になってるよ？」

　後ろから抱きしめながら、蒼真は耳元で囁いた。低めの声で言われてしまうと、体の芯が震えてしまいそうなほど心地よい。

　普段は人懐っこくて、柔和な雰囲気をまとっているのに、スイッチが入ると男らしく攻めてくる。そのギャップをあらためて実感して、美咲は背筋がぞくりと戦慄くのを密かに感じていた。

　蒼真はスポンジを持った手ではなく、泡のついた手で撫でるように優しく体を洗っていく。先ほどと同じように胸はもちろん、太ももから足の付け根に渡って秘所の近くまで行くこともあった。いずれも体を洗うのではなく、愛撫を目的にしたような艶めかしい手つきだ。

「んっ……、ふぁ……んっ……」

　一度意識するとなかなか振り払えない。泡の柔らかな感覚に混じる彼の淫靡な手の動きは、少しずつ追い詰めてくるような快感を生み出していた。

　胸と下半身に置いた指が、まるでマッサージをするように、美咲の呼吸に合わせて巧みに動き、美咲が気持ちいいと思うところを確実に攻め立ててくる。

「やだ、私こんな……」

　ただ触れられているだけで興奮してしまうなんて、とんだ淫乱ではないか。そう考えて気持ちを抑えようとするけれど、意識してしまうほど難しくなる。

　そんな時、彼女の気持ちを見通すように蒼真が声をかけてきた。

「我慢できないなら、一言『欲しい』と言ってくれればいいんだよ」

　挑発するような言葉に内心ではドキドキしながらも、美咲は鋭く睨みつけた。

「私は、これくらい気にしないけれど……」

　中間管理職のためか、どうしても毅然とした態度を取ろうとしてしまう。上からも下からもナメられてしまったら、自分を主張することはできなくなる。

　それが強がりと察したのか、蒼真はこれまでより明確に性感帯の近くへ触れた。

　右手はスポンジを使って乳房を洗うように刺激し、左手は太ももやお腹のあたりを行ったり来たり。

「あ……んっ。ちょっ、と……ぉ……」

　もう隠すことなく胸や脚に触れるけれど、決して決定的な部分には触れない。明らかに焦らすような愛撫に美咲も我慢できなくなってきた。太ももがモジモジと動き、腰が震えてしまっている。

「美咲さん、どうしてほしい……？」

　ここで蒼真の思惑通りの返事をしてしまうのは恥ずかしい。

　けれど、中途半端に愛撫された体はより強い刺激を求めていた。

　耳元での一言が決定打となり、美咲はたまらず声を絞り出す。

「……お願い、触って」

　彼女の屈したかのような言葉に、蒼真が白い歯を見せて笑った。

「美咲さんのこと、うんと気持ちよくしてあげるからね」

　彼は全裸になり、両手を広げて彼女を抱きしめた。今までは遠慮していたが、今度は力を籠める。

「いじわるしてごめんね。美咲さんが触ってほしかったところ、全部気持ちよくしてあげるから」

　彼はそのまま、両手を動かして敏感な部分に触れる。左手で乳房も揉みしだきながら、右手は臍のあたりから指を滑らせ、茂みを軽く撫で、割れ目に沈めた。

「硬くしてあげる」

「あんっ、ん……」

　今まで触れられなかった胸の頂と秘所の突起。どちらも一度に触れられて、指で弾かれる。すでに体が熱くなっていたため、あっという間に乳首も陰核も屹立し、はしたない姿を彼に見せる。

「すぐに勃起したね。興奮してるんだ」

　小悪魔なささやきは、さらに情欲を煽る。吐息を漏らしながら、美咲は頬を赤くし、小さく悶えていた。

　胸は下から持ち上げられるように揉まれ、いやらしく形を変える。縦筋は細かい指の動きで連続して刺激されて、蜜が溢れてきてしまっている。

「はんっ……はぁ、はぁ……っ！　そ、それ……いい……」

「やっぱり美咲さんは可愛いなぁ。もっと奉仕したくなるよ」

　快感に喘いでいる彼女を、蒼真は瞳に宿した熱を隠すこともせずに見つめた。

「ああ、舐めたくなってきた」

　シャワーを手にした彼が蛇口を捻ってお湯を出し、美咲の体についた泡を撫で落としながら低く呟く。

　口淫を連想するようなことを言われ、体が揺れてしまった。吸引バイブで一人エッチをしていたくらいだから、口でしてくれることに対する憧れはある。現に、先日彼に舐めてもらったときはたまらないほど気持ちよかった。

「ねぇ美咲さん、ちょっと立ってくれないかな？」

「立つって……」

「いいから」

　今のまま立ち上がるとちょうど彼の顔の前にお尻が来てしまうため、美咲は戸惑った。恥ずかしいけれど、同時にそれを想像して少し期待している自分もはしたないと感じてしまう。

　躊躇していると蒼真が早くするように促してきた。半ば強引に立たされると、自らのお尻が彼の眼前に晒される。

「……あまり、直視しないでほしいんだけど」

「じゃあ、やってる最中は目を閉じてるよ。大丈夫、慣れてるから。ほら、突き出して」

　蒼真は目の前のお尻を開くようにしながら頭を突っ込んだ。

「きゃっ」

　尻たぶを分けて、彼が割れ目に口をつける。立ったままの状態で舐められる経験をするなんて思ってもみなかったから、美咲は動揺してしまう。

「美咲さん、もう少し脚を開いて前かがみになってほしい。いっぱい舐められるようにね」

「も、もうっ」

　文句を言いつつももっと気持ちよくしてほしいという欲望が上回り、彼の言う通りにさらにお尻を突き出す。後ろからがっちりと固定されると、彼の唇が蜜壺の入り口に当てられ、生温かい感触がぬるりと侵入してきた。

　先端を硬くした舌先が隘路で往来を繰り返し、縦横無尽に暴れまわる。指や男根よりも柔らかく、柔軟に動くそれは、他の部位で愛撫されるのとは別の快感があった。

　何よりお尻を向けて口淫されているという羞恥が美咲の興奮をさらに煽る。尻肉を鷲掴みにして、より顔を密着させ、深いところで舌先が動く。思わず嬌声を漏らしてしまうほどの、たまらない快感。うねるような動きに絆されて、熱い粘液がとろりと奥から溢れていくのがわかった。

「さっきまでいじってたからか、どんどん蜜が溢れてくるね」

「み、見ないでって……」

「目はつむっているよ。でも、舌や唇に当たるだけでもいろいろわかるからさ。ずっと美咲さんの性欲を解消してたんだから」

　それは紛れもない事実で、美咲は顔を赤く染めながら口を噤んだ。毎晩のように自己処理の相手になってくれていたんだから、自分の弱いところも知っているはず。恥ずかしがっていたのも束の間で、彼は美咲の弱いところを刺激しては溢れてきた蜜を塗り込むように舌を動かした。

「はぁ、んぅっ……」

　そのまま立っていられなくなった美咲は目の前の壁に手をつく。

　彼女は与えられる快感になんとか耐えようとするも、蒼真は容赦しない。陰核に舌を巻きつけるように刺激したり、あるいはディープキスするように大胆に唇を押し付けたり。

　確実にイかせるつもりで攻め、美咲を追い詰めていく。

「くっ、んんっ……ダメ、すごく……いい……ッ」

「俺も気持ちいいよ、美咲さんとこんな風に触れ合えて！」

　蒼真の舌の動きも速くなっていき、とうとう脚も震えてきた。先ほどから続けられている愛撫と合わさって、細部の性感帯まで刺激される。

　さらにはじゅぶぶ、とわざとらしく吸引する音を立てられると、それだけ濡れているんだと教えられているみたいでぞくぞくした。

「音、好きなんだ。もっと出してあげる」

　卑猥に鳴らしながら、口淫を激しくしていく。耳に入る音すら快楽だと覚え込まされているようで、その激しい愛撫に美咲の体はだんだんと高みにのぼっていった。

「だ、ダメっ！　私、もうっ……」

「イっていいよ。しっかり支えてるからそのままで」

　蒼真は両手で彼女の体を掴み、その上で刺激を強く与える。気がつけば快感から逃げるようにつま先立ちになっていたが、それを追うように蒼真も顔を密着させた。まるで彼に体を浮かせられたような体勢であるが、すべて蒼真が美咲を逃さないようにしていたためだ。

（私……もう、逃げられないかも……）

　それは、この口淫だけの話ではなかった。一緒に暮らすことで彼の優しさやきめ細やかさ。人懐っこく、放っておけないところなどを知り、美咲も彼に惹かれ始めている。彼の素性を考えると複雑な問題もあるが、共に歩む将来も想像していた。彼と一緒の未来ならきっと楽しいはずだ。

「美咲さん、余計なこと考えないで」

　快楽だけを感じてほしいのか、彼は蜜壺の中の舌の動きを加速させた。さらに陰核を指の腹で転がしながら、皮を剥いていく。

「あんっ、ちょっと……っ。それ、本当に、ダメ……ぇ……」

　腰が震えて、膣内が収縮している。足先や腕にも力が入り、体が揺れてしまう。

「イクッ、ほんとっ……！　もう、あっ、あっ、あぁあっ！」

　絶頂しながら、美咲はほとんど壁へ寄り掛かる。そうでもしないと自分で体を支えていられないからだ。

　蒼真もそれをわかっているはずだが、愛撫の手を止めない。

「もっと気持ちよくなって。たくさんイって」

　彼は笑うと、イったばかりの敏感な性感帯をさらに攻め立てた。顔を離したと思ったら、中に二本の指を入れて撹拌する。絶頂で溢れた愛液が泡立つほどに激しく動かされた。

　奥の気持ちいいところや恥骨の裏側、勃起した陰核と同時に攻めてくると、絶頂は止まることなく続いた。

「ひぅっ!?　なっ、ダメ！　そんなことされたら、私っ……あ、ぅっ、ううぁっ！」

　美咲は繰り返される刺激に耐えられず、ガクガクと弱々しく腰を震わせ、連続で快楽の高みへと押し上げられていく。

「くっ……あぅっ！　なん、か……出ちゃ、う」

　尿意に近い感覚が下腹部を襲う。奥から手前に向かって掻くように指を動かされると、溢れ出す何かを我慢することができなかった。

「ほら、イってごらん」

　ぐっと下向きに恥骨の裏側を押された瞬間、自分の意識と反して液体が吹き出した。ぴゅぴゅっと何度も漏れてしまい、快感に強張った全身の力が抜けていく。

　潮を吹いてしまったとわかったときは、脱力し床にお尻をつけている状態だった。

「またイっちゃったね。本当に美咲さんは可愛いなあ」

　絶頂している美咲はもちろん、蒼真のほうもかなり興奮しているようだ。口調こそ冷静に見えるけれど、息が荒くなっている。

「はぁ、はぁっ……もうダメ……」

　脚はもちろん、腕からも力が抜けてしまうがさすがにずっと座っているのも情けないので、フラフラになりながらも美咲は立ち上がった。

　そんな彼女を見て、蒼真は咄嗟に体を支えた。

「おっと、大丈夫？　ちょっとやりすぎてしまったかな……」

「わ、私は大丈夫よ。蒼真がいつもより激しいから、少し驚いただけ」

　確かに呼吸こそ乱れているものの、美咲にはまだ理性が宿っていた。

（体のほうはちょっと大変だけど、蒼真の前で恥ずかしい姿は見せたくないし）

　そんな内心からの言葉だったが、彼女の言動は逆に彼の欲望を焚きつけてしまう。

「へえ、まだ余裕あるんだ。あれだけやったのに、ちょっとショックかも」

「そんな……。別に貶すような目的で言ったわけじゃないのに」

「でも、やっぱり俺は美咲さんにきちんと気持ちよくなってほしいんだよ。それに、美咲さんのエッチな姿を見て俺だって興奮してるんだ。このままじゃ終われないよ」

　蒼真はそう言うと、美咲の肩に手を回して自分のほうを向かせた。

　いつの間にか裸になっていたようで、美咲が視線を下げると屹立したものが見える。いつからかわからないが、すでに勃起していて高々と先端が上がっていた。

「俺も我慢できない。やめてって言われても止めないから」

　美咲の腰に手を回して抱き寄せ、濡れぼそったそこへ硬くなったものを押し付けた。硬いものを絶頂したばかりで敏感になっている箇所に当てられると、一度解消された欲求が再び膨れ上がってくる。 

（大きい……、それに硬い……！）

　美咲だって愛撫だけで我慢できない。屹立した剛直で奥を何度も突いてほしかった。

　避妊具を装着した蒼真は両腕で彼女のお尻を抱えると、そのまま中へ挿入した。いわゆる対面立位の体勢だ。

「ッく……あぅ、んっ！」

　舌とは比べ物にならない太さの刺激に思わず呻いてしまう。

（これ、自分の体重がかかるから……奥まで来ちゃう……！）

　細身の割に腕力があるのか、蒼真は軽々と美咲を持ち上げ、そのまま腰を振り始めた。ズンズン、と子宮口をノックされるような感覚に、一気に快楽は高まっていく。美咲は落ちないように必死にしがみつきながら、下からの突き上げに悶えていた。

「あんっ、これ……すご、い……！　奥……当たる……」

「う……。美咲さん、締め付けがやばいって」

　意識しているわけではないが、あまりにも気持ちいいため膣内は彼の怒張を奥へ奥へと誘うように戦慄いていた。締まるということはそれだけ男根と密着するというわけで、笠の部分で膣壁を抉られると言葉にならない喘ぎが漏れてしまった。

「ひ……ぅ……！　あっ、あっ、んっ……んぁ……！　ああっ！」

　彼は腰を使って美咲の体を蹂躙し続けた。たっぷりの愛撫で蕩け切った膣内は、剛直に襞を押しつぶされ、引っかかれて泣きわめく。

「奥……やぁ……！　そんなに、連続、で……ぇ……」

「嘘。奥が好きなんでしょ。必死にしがみついてるし、子宮口に当てるとめちゃくちゃ締め付けてくる」

　蒼真の指摘は間違っていない。だけど、気持ちよすぎてこれ以上突かれたらおかしくなってしまいそうだったから。

「美咲さんの姿がそそるし、締め付けもすごいし、俺も余裕ないかも」

「え……？」

　優しくお尻を掴んでいた手に力がこもる。そのまま強く腰を打ち付けてきた。子宮口に先端が当たり、強烈に連打する。

　剛直は太さと増して、先端がさらに硬くなった。

「ダメ……硬い、あんっ、もう……イっちゃう、から……ぁ」

「俺も出すよ」

　強引に引き寄せると、呻くような声を出しながら蒼真は射精をした。ビクビクと皮膜越しに精液が溢れ出ているのがわかる。何度も射精を繰り返すと、蒼真は優しく美咲を下ろしてくれた。

　そのまま彼女はぺたりと床に座り込んでしまう。

「完全に脱力しちゃったか。ま、このまま浴室に置いとくわけにはいかないし……」

　彼はシャワーを使って軽く体を流し、水滴を拭くと、美咲の体を抱えて寝室に向かう。お姫様だっこでベッドまでつくと、そこにゆっくりと寝かしつけてくれた。

「美咲さん、このまま休んでね」

　そう言って立ち去ろうとする彼の腕を、美咲はとっさに掴んだ。

「……まだ、満足してないんでしょう？」

　彼女の視線の先には、屹立したままのものがあった。射精は確かにしたはずだが、勃起が続いているということは彼の欲は満たされていないということ。

　思い返してみても、今日は彼にイかされてばかりだ。心の中にこのままではいられないという気持ちが湧き上がってくる。

「美咲のイった姿を見たら、一回の射精じゃ収まらなくて。でも、美咲さんだって辛いでしょ？」

「平気よ。私だって、その……したい、し……」

　天を突くような怒張を見せられてしまったら、我慢することができない。それに彼と肌を触れ合わせているときにこの上ない幸せを感じるのだ。明日は休日だし、このまま朝まで付き合ったっていい。

「……そこまで言うなら遠慮はしないからね」

　彼はベッドで寝ている美咲をくるりと回転させ、四つん這いにした。

「後ろからやってみたかったんだ」

　熱を孕んだその声音に、美咲はぞくりと甘い痺れのようなものが背筋を走るのを感じた。

　尻を高く浮かせた体勢のまま、蒼真は硬さの衰えない剛直を蜜口に当てた。すでに避妊具の処理を済ませ、新しいものをつけている。皮膜が破れてしまうのではないかと思うほど、先ほどよりも大きくなっていた。

（蒼真も……興奮している……）

　優しく責められるのもいいが、たまには欲望のまま快楽を貪りたい時もある。まさに今がその時だった。

「入れるよ」

　幸い先ほどまでの責めで中は濡れているので、痛みはない。そのかわり、遠慮のない挿入で敏感になった膣内が悲鳴を上げるように剛直を締め付けた。

「あ……んっ！」

「すごい、さっきより断然に良くなってる。狭すぎて持っていかれそうだ」

　後ろからするのは思い出せないほど久しぶりだったため、同じ挿入でも初めてのような感触がする。ただでさえ大きな剛直のためその形は容易に想像できるほどだが、バックの体勢だと、よりその感覚が伝わってくる。

　あっという間に奥まで入れると、パンと肌と肌がぶつかる音が鳴った。彼の腰とお尻が密着して、男らしい叢の感触すらもわかってしまう。それだけ根本まで彼のものを咥えこんでいるということで奥まで挿入された剛直の存在をまざまざと感じ、美咲は弓なりになって悶えた。

「動くよ」

　背中から艶っぽい声が聞こえたと思ったら、彼が抽挿を始めた。慣らすように、この瞬間を楽しむように、ゆっくりと腰が動き始める。正面を向いてするときとは違う角度で気持ちいい部分に当たり、自然と体に力が入った。

「いい眺めだ」

　彼の言葉で、自分がお尻を向ける恥ずかしいポーズをしているということを実感させられ、美咲は羞恥心を覚えながらもはしたなく感じてしまっていた。余裕のなさそうな荒い息遣いを背後で感じ、彼が自分の姿で興奮してくれているということがたまらなく嬉しくなる。この屈するような体勢ですべてを奪ってほしいという気持ちすら湧いていた。

　腰を力強く動かしながら、蒼真はピストンを繰り返す。先端が最奥に当たると目の奥がチカチカするような刺激が走る。律動的に抽挿し、その動きが徐々に強さを増していった。嬌声はさらに甲高い声となり、我慢しようにも耐えることができない。

「そんな声出されるともっと感じさせたくなる」

　激しく腰を振る蒼真の動きに合わせて、美咲の尻も自然と揺れる。ピストン運動のタイミングを見計らって、強く引き寄せられた。

　先端が子宮口をノックして、のけ反るほどの快感が襲った。

「あんっ、ダメ……！　これ、もた、ない……」

　熱杭が膣内で暴れ回っているようだった。出入りするだけの単純な動作に違いないが、いつもと違う角度や強さで刺激され、蜜壺全体が性感帯になったように感じる。逃げ出そうとしてもすぐさま尻を持って引き寄せられ、最奥へ楔を打ち込まれる。

　もう気持ちよくなることしか考えられなかった。

　それは蒼真も同じようで、くぐもった声を漏らしながらも腰の動きが荒々しくなっていった。膣内で蠢く剛直は太さを増して、精を吐き出す準備を整えているようだった。

「美咲さん……俺、もう……」

「あんっ、私も……イク、から……」

　すでに絶頂しているような感覚である。あまりにも気持ちいいため、いつから自分が絶頂をしているのかわからない。ただ果てしない絶頂の波が永遠と繰り返されているようだった。

「んんっ、あっ、あっ……！　イっちゃう、イク……！」

「あっ……くっ。出、る……！　うっ！」

　一番深いところを抉り、蒼真は射精をした。

　吐精と同時に達してしまった美咲の体は激しく揺れていた。剛直で貫かれた状態で尻だけ何度も跳ね上がっている。恥ずかしすぎる体勢であることは間違いないが、もうこの快感に勝つことができなかった。

　射精が終わり剛直を抜くと、彼はすぐに美咲のことを抱きしめてくれた。

「少し無理させちゃったね」

「だ、大丈夫……。余裕は、ないけど」

　熱くなった肌の温度に触れると、人肌の優しさを感じることができる。ずっと一人でいいと思っていたけど、この感覚を知ってしまうと一人に戻るのはどこか寂しいような気持ちになる。

（私たち、どうなるの……？）

　このよくわからない関係がどこまで続くのかわからない。見えない恐怖が不安となり、わずかに美咲の表情を曇らせる。

　それを察した蒼真は、頭を撫でてくれた。

「俺はずっと美咲さんと一緒にいるからさ」

「うん……」

　彼の手つきから確かな優しさを感じ、美咲は素直に頷いた。根拠はないかもしれないが、どこか本当のことだと信じることができたから。

「あ……」

　先程までの行為の激しさからか、美咲の意識はゆっくりとまどろみ始めた。

　そんな彼女を見て、蒼真は額に口付けをする。

「美咲さん、ゆっくり休んでね。起きるまで横に居るからさ」

　耳元で優しく囁く彼の言葉を聞きながら、美咲の意識は沈んでいくのだった。
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　蒼真が人間になってから二ヶ月あまりの時間が経過した。

　彼はすでに人間としての生活にすっかり慣れているようで、他人から見れば元がおもちゃであったなど想像できないだろう。

　蒼真自身も人間のように暮らしていることを当たり前のように感じていた。

「さて、今日は掃除をした後に買い出しかな」

　朝、美咲を仕事に送り出すと家事にとりかかる。

　なんとか二人で暮らしているような部屋なので、掃除はそれほど難しくない。

　水回りまで含めて掃除まで終わらせると、ちょうどお昼ごろになっていた。

「ええと……今日はお昼から特売があったよな。ああ、これだ。狙い目は人参と玉ねぎかな」

　チラシとスマホを駆使して情報をまとめると、ザックを背負って出かける。

　今日は投資については為替に大きな動きが無いのでゆっくりと過ごせる日だ。このあたりの潮目を見極められるあたり、すでに投資に関しては素人と隔絶した能力を持っていると言えるが、蒼真本人は気づいていない。

「今日の夕飯は何にしようかな。昨日はパスタだったし、今日は和食にしようか。煮物とか良いかもなぁ、早めに帰れば仕込みも間に合うだろうし。喜んでくれるかな？」

　そんなことを呟きつつ、のんびりと駅前のスーパーまで歩く。すると、途中ですれ違う人々が蒼真のほうへ視線を向けていた。

　特に友達同士連れ立って歩いているおばさんなんかは、あからさまに蒼真のことを話題にしている。

「ねえ見て！　あそこのお兄さん、すっごいイケメンじゃない!?」

「しっかりした体格なのに顔はちょっと可愛げがあって、すごくあたしのタイプなんだけど、芸能人とかじゃないわよね？」

　美咲が聞いていれば、昼間の往来にも拘らず周囲の注目を集めるような口ぶりに眉をひそめただろうが、幸か不幸か彼女はここに居ない。蒼真は有象無象の話し声など雑音としているため気にしていなかった。

　駅前のスーパーに着くと無事に特売品を手に入れ、蒼真は機嫌よく店を出る。

　美咲のためにさっそく煮物の仕込みにかかろうと帰路についたが、そこで背後から声をかけられた。若い女性の声だ。

「ねぇ、もしかして一ノ宮君じゃない？」

　それが自分に向けられた言葉だとはつゆほども思わないため、反応せずに歩を進める。

　気づかないのも当然のことだった。彼にとって自分の名前は蒼真で、元を辿れば吸引バイブ『SOphilia（MAgenta-color」）』なのだから。

「一ノ宮君！　ちょっと、あなたのことよ、聞いてるの!?　一ノ宮君っ!!」

（なんだ、うるさいな……誰だよイチノミヤって。イチ……一ノ宮？）

　ただ、何度もその言葉を聞くと不思議と頭の中で何かが引っ掛かるような感覚がした。思わず足を止め、声のしたほうに振り返る。

　すると、そこには蒼真と同じ二十代半ばくらいの女性がいた。

　どうやら急いで駆け寄ってきたらしく、両膝に手をついて息を乱している。

「はぁ、はぁ……ようやく止まってくれたわね！　うん、やっぱり一ノ宮君だわ」

　顔を上げると、その女性は蒼真の顔を見て嬉しそうな笑みを浮かべた。

　茶髪のボブカットで、美咲とは違い活発な印象を受ける女性だ。彼女は蒼真に近づいてくると、そのまま口を開いた。

「こんなところで一ノ宮君と再会できるなんて、運命の巡り合わせかしら！　毎日見てた朝の運勢占い、今度から信用しないようにするわ」

「……急に話しかけてきて、一体どなたですか？」

　親しげな女性とは違い、蒼真のほうは困惑していた。

　これまで面識のなかった人から急にフランクに話しかけられただけでも不思議なのに、頭の中では何か引っかかるような違和感が消えないのだ。

　当の話しかけてきた女性は蒼真の対応に驚いて目を丸くした。途端にキッと蒼真を射抜く。

「なっ!?　どなたって、あたしよ？　米よね山やま茜あかね！　今年の始めまで恋人同士だったじゃない！」

「俺とあなたが恋人同士だったって？　そんなバカな……ありえない！」

　今度は蒼真が驚く番だった。なにせ、自分はつい二ヶ月前にようやく人間になったばかりなのだ。大学はもちろん、小学校に行った記憶さえない。知識としてどういう場所か知っていても、経験が無い。

　話しかけてきた女性、茜のほうは彼よりもっとショックを受けているようだった。

「そんな、覚えてないなんて嘘でしょ？　一ノ宮君ってこんな悪い冗談を言う人じゃなかったはずだわ！」

「待ってくれ、人違いじゃないのか？」

「そんなはず無いわ。だって、顔に体格に声もそのままで、一ノ宮君以外だなんて考えられないもの。さっきチラッと見ただけで確信したのよ？」

　困惑して立ち尽くす二人。気づけば、周りの通行人たちも何事かと目を向けていた。

「ここじゃマズいな。話をしてもいいが、少し離れないか？」

「ええ、あたしもゆっくり話がしたいと思ってたの。急に連絡が取れなくなって、ずっと探してたんだから！」

　どうやら互いに考えがあるようで、蒼真が先導して裏道へ入る。往来の人々も興味をなくしたかのように元の日常へ戻っていった。

　一方、裏道で二人きりになった蒼真と茜の間には緊張が漂っていた。

　茜は蒼真へ強い意志を込めた視線を向けると、再び口を開く。

「ねえ、一ノ宮君。記憶喪失のふりしてる冗談だって認めるなら許すわ。それとも、まだ誤魔化し続ける気なの？」

　その問いかけに対し、蒼真も憮然とした態度で答えた。

「誤魔化すも何も、俺にはあなたと会った記憶なんてない。一ノ宮って名前も、それが誰なのかはわからないんだ」

「……正気？　まさか、本当に記憶喪失だっていうの？」

　誤魔化すような気配のない蒼真に、茜のほうも怒りより戸惑いが強くなっていく。

「俺は本当にあなたのことを知らないんだ。逆に、あなたは俺のことを知ってるのか？」

「ええ、そうよ。さっき言った通り、あたしと一ノ宮君……あなたは今年の始めまで恋人同士だったわ。でも、あたしが結婚話を切り出したら一ノ宮君ってば『結婚する気は無い』なんて切って捨ててくれちゃって！　あたしは真剣に考えてたのにっ！」

　だんだん感情的になってきたのか、声を荒げる茜。

　そんな彼女に対して、蒼真は諭すように話しかける。

「悪いけど、俺はあなたが知っている男じゃないと思う。それに……今の俺には大事な人もいるんだ」

「大事な人？　それって……」

　その言葉に、茜は何か考えるように顎に手を当てて黙り込む。

　顔を上げるとどこか納得したような顔をして蒼真を見た。

「そう……そう言えば一ノ宮君、別れ際に誰かを探してるって話をしてたわね。確か名前は、藍葉美咲だとか……」

「なんだって……？」

　困惑する彼にたいして茜は問いかける。

「貴方が彼と別人だと仮定しても、つながりが無いわけじゃないわよね。もし良かったら、あたしの知ってる一ノ宮君について教えてあげましょうか？」

「本当か？」

「ええ、でも立ち話でする内容じゃないわ。あたしだって恥ずかしいし。ああ、ちょうど良いわ、近くにアレがあるし」

「アレ？」

「男女が二人っきりで会話するにはちょうど良い場所よ。誰かに話を聞かれる心配も無いし、行きましょう」

　蒼真は茜に先導されて歩き始めた。不信感はあったものの、彼女の話への興味が上回ったからだ。
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「ふぅ、大変だった。急に用事を言いつけられるなんて……」

　美咲はその時、隣町から自分の勤めている大手スーパーの店舗へ帰るところだった。

　ショップマネージャーとして基本的には店舗で働いている彼女だが、今日は同僚が病欠したために急遽代役で本社の会議に出席することになったのだ。会議は昼頃に無事に終わったものの、慣れない場所だったせいか普段より疲れてしまっている。

　それに加えて、体は空腹を訴えていた。

　辺りを見渡してみるが、美咲の気分に合うような店はなかった。

「時間は貰ってるし、ちょっと裏道のほうにも店が無いか見てみようかしら」

　そう呟きながら、街道から奥のほうへ入っていく。

　しばらく進んでいくと辺りの雰囲気が少し変わってきた。

　左右へ規則的にビルが並び、昼間でも人通りが少ない。

　どうやらホテル街のほうへ迷い込んでしまったようだ。

　しかも、ホテルと言ってもランチのできるような場所ではなく、ラブホテルのほうだ。

「うわ、こんなところでお店が見つかるはずないじゃない。もどらないと……えっ？」

　その時、彼女は視界の端で見覚えのあるザックを捉えた気がした。普段蒼真が使っているザックだ。ザックだけなら大して気にならなかったが、それを背負っている人物の上着にも見覚えがあった。

　どちらも、蒼真が外に出やすいようにと美咲が用意したものだったからだ。　

　その見覚えのある姿の男性は、どうやら女性に先導されているらしい。後ろを向いているため顔はわからないが、背格好は蒼真に似ている。

　それを確認した瞬間、美咲の心臓がドクンドクンと早鐘を打つように鼓動した。目の前の光景は、彼女の過去の記憶を呼び覚ますものであったからだ。

「まさか蒼真が……」

　美咲も学生時代や二十代の頃は愛を求め、何人か恋人を作ったことがあった。けれど、どれも長続きはしなかったのだ。

　双方の合意による別れもあれば、一方的な別れもある。そんな中、特に彼女の心に傷を残した別れは美咲の記憶に残っていた。それは二十代後半の時の恋人で、美咲のほうは真剣に結婚まで考えていたし、相手もそれを了承していた。

　しかし、ある日相手の浮気が発覚した。

　これまでの恋人関係で最も上手くいっていたと思っていただけにそのショックは大きく、トラウマになってしまったのだ。

　それ以降は積極的に恋愛することもせず、仕事一筋で生きてきた。

　今見ている光景は、そのトラウマを呼び起こすには十分だった。

「ねえ、こっちよ一ノ宮君！」

「いや、だけどここは……」

「どこだっていいでしょう？　他人の目のあるところじゃできないんだから」

　その時、風に乗って男女の声が聞こえてきた。女のほうはともかく、男のほうは聞き覚えがある。

　そして、二人がラブホテルに入ろうとしたときにその横顔が見えた。

「蒼真、なの……？」

　美咲の視線の先にいたのは、間違いなく彼だった。途端に足が震えてくるのを感じ、思わず近くの電柱によりかかる。

　怒り、悲しみ、後悔、諦観……様々な感情が一気に湧き上がってきて、美咲の頭の中をグチャグチャにしてしまった。

　彼女はしばらく動けなかったが、やがて死人のように緩慢な足取りでその場を離れるのだった。







三章　変化する彼との関係








　陽が傾き始めた頃、蒼真は帰路についていた。頭の中を巡っているのは、先ほどまでしていた茜との会話の内容だ。

『あたしの恋人だった男の名前は一ノ宮蒼真。ええ、あなたの名前と同じよ。顔つきや体つき、声もまるで同じ。同一人物と言っていいわ。彼はあたしが結婚について相談してからしばらくして姿を消してしまったの。今年の始めくらいよ。スマホも繋がらなくて会社も辞めちゃったみたいだし、探しようが無かったわ。本当に覚えてないの？』

　茜の言葉に蒼真は頭を横に振った。彼にはその男の記憶は無いし、それが自分だという実感もない。

『やっぱり記憶喪失なのかしらね……。まあいいわ、そういう前提で話を進めましょう』

　それから、茜は丁寧に蒼真について知り得る限りのことを話してくれた。

　どこで生まれ、どこで育ったか。家族構成や、どんな生活を送っていたのか。

　結婚を考えていた恋人というだけあって、彼女は蒼真について詳しかった。

『あたしも今まで何度か恋愛してきたけれど、一ノ宮君は最高のパートナーだったわ。カッコいいし頭も回って、それでいて調子に乗らず女性を尊重してくれる。けど、今思えば他人行儀だっただけなのかもしれないわね。告白したのもこっちからだったし、受動的に付き合っていただけなのかも。今のあなたを見るとそう思うわ』

『俺は、あなたに本気じゃなかったと？』

『恋人としては過ごしていても、将来の事を考えていなかったのは確かね』

　そんな彼女の話の中で蒼真が最も気になったのが一人の女性の名前だ。

　藍葉美咲。その女性にもう一度会って伝えたい言葉があると言っていたらしい。

　茜は学生時代の恩師かなにかだと思って気にしていなかったようだが、実際は違う。蒼真が美咲は普通の会社員だと話すと彼女も驚いていた。

『はぁ、蒼真には前から本命の相手が居たってことね。結局本気になってたのはあたしだけってことだったんだ……。まあ、それなら仕方ないわ』

　茜は少し落ち込んだ様子に見えたが、蒼真を指さすとあっけらかんと告げた。

『とにかく、一ノ宮蒼真は藍葉美咲のことをずっと探していた。そして、今蒼真と名乗っているあなたは彼女の傍に居る……何がどうしてそうなったのかは自分で調べてよね。もうあたしは諦めて次の出会いを探すわ』

　茜と別れてから、蒼真の頭の中は自分と一ノ宮蒼真、そして美咲のことで占められていた。

「俺は、一ノ宮蒼真……なんだろうか？　どうして俺は、美咲さんを探していたんだろうか？　それで、なぜおもちゃなんかに……」

　考えれば考えるほど、訳がわからないことばかりだ。夢中で考え事をしていた蒼真は、気づけば美咲のマンションの部屋の前まで戻ってきていた。

「とりあえず、美咲さんを出迎える準備をしないと……えっ？」

　鍵を開けて中に入った彼は、そこで信じられないものを見た。

　リビングの椅子に美咲が座っていたのだ。

　今日はいつもより早い帰宅の日だっただろうかと思考を巡らせようとするが、それよりも彼女のぐったりとした様子に目が行った。部屋の扉を蒼真が開けたのに気づき、彼女はこちらを向く。

　泣いた後のように目が赤くなっていて、頬には涙が流れた痕まであった。

「美咲さん、一体何が……」

　美咲も蒼真が帰ってきたことに気付くと勢いよく立ち上がり、鬼の形相で玄関までやってくる。

「蒼真！　昼間一緒に居た彼女は何だったの!?　まさか、外で女を作ってたなんて……私のことを好きって言っておきながら、信じられないわ！」

　珍しく感情的になり声を荒げる美咲の姿に、蒼真は狼狽する。彼女はぐっと歯を噛み締めて、屈辱に耐えているようだった。

「待ってくれ、美咲さんはあの場面を見ていたのか？　誤解なんだ、彼女とは何もない！」

「ラブホテルに入っておいて何もない？　誤解ですって？　私が信じると思ってるなら、少し虫がよすぎるんじゃないかしら」

「それは……」

　確かに茜とラブホテルに入ったのは事実で、セックスしていないと証明するのは難しかった。蒼真がどう説明していいものかと言葉を探して目を伏せると、美咲は潤ませた瞳を彼に向け、怒りと諦めをないまぜにしたような表情で吐き捨てるように言った。

「私の事は、どうせ体のいい寄生先だとでも思っていたんでしょう」

「美咲さん！」

　あまりにも悲痛に聞こえる彼女の声を遮るように、蒼真は声を張り上げて美咲の名前を呼んだ。肩を震わせて一瞬硬直した美咲だったが、そのまま続けて怒鳴るようなことはしなかった。

　むしろ、逆に悲しそうな表情で意気消沈している。

「美咲さんを悲しませてしまったんだね、ごめん。でも、これだけは言っておきたい。彼女からは、俺の過去についての話を聞いただけなんだ。なんでも、元々俺は人間で、ずっと美咲さんの事を探していたとか……。まあ、信じられなくても無理はないけど」

　蒼真はそう言って苦笑いすると、言葉を続けた。

「確かに昼間の件は言い訳のしようがないね。ごめんなさい」

　そのまま頭を深く下げた彼の姿を見て、美咲の心が揺れる。声をかけようとするも、面を上げた彼はその場で美咲に背を向けた。

「二度と美咲さんを悲しませないように、ここから消えるよ」

「そ、蒼真……」

　突然の言葉で困惑する彼女を振り返らず、蒼真はそのまま出て行った。

「ま、待って！　もう一度話を……きゃっ!?」

　顔を上げた直後の彼の思いつめたような表情を見た美咲は我に返って後を追いかけようとしたが、その途中で机の脚に引っかかってバランスを崩してしまう。

　なんとか倒れず持ち直したものの、すでに蒼真は消えてしまっていた。

「……どうしよう」

　トラウマが掘り起こされ、感情的になっていた部分は否定できない。けれど、まさかこんなことになってしまうなんて。美咲の頭の中で怒りが徐々に引いていき、反対に後悔の念が強くなってくる。

「蒼真……ほんとに出ていっちゃったの？」

　フラフラとおぼつかない足取りで、玄関のほうへ向かった。

　ドアノブに手をかけ、ゆっくりと扉を開く。

　もしかしたら、彼も扉の向こうで後悔しているかもしれない。その希望は残念ながら打ち砕かれた。

　完全に扉を開け放っても蒼真の姿は見えず、そこから辺りを見渡しても人影一つない。

　足音も聞こえないことを考えると、美咲がショックで動けない間に立ち去ってしまったんだろう。

「そんな……やっぱり、出ていっちゃったんだ……」

　蒼真の姿が消えたことで、取り返しのつかないことをしたという気持ちが美咲を追い込んでくる。

　追いかければ間に合うかもしれないが、部屋から出ていくだけの元気は無かった。

　美咲はそのまま扉を閉めると、玄関の床の上に座り込んでしまう。

「私って本当にバカだ……蒼真は何か説明しようとしてたのに……」

　両手で顔を覆い、後悔の念に苛まれる。しかし、過去のトラウマを考えれば仕方ない事だった。

　唐突な出会いから図らずも同棲するようになり、最近は蒼真と交流を深めて気を許していた。彼の意志を尊重して、お金を稼げるよう手伝いもしている。

　それだけに、裏切りに見える行為は許しがいことだったのだ。

　ただ、今の美咲の感情は怒りよりも後悔のほうが勝っていた。

　普段は冷静で何事に対しても動じないように心がけている彼女だったが、現在はまるで子どものように狼狽してしまっている。

「どうしよう……どうすればいいの……？」

　残念ながら、ここ数年仕事一筋でやってきた美咲にはこういった時に頼れるような友人はいない。仕事の同僚との関係は良好だがプライベートまで及ぶことは無く、唯一思い至ったのは実家に居る祖母だった。

　ポケットからスマホを取り出すと、自宅に電話をかける。この時間なら誰かが出るはずだ。

『はい、もしもし？』

　電話がつながり、しわがれた若干聞き取りづらい声がした。祖母の声だ。

「ああ、おばあちゃん！」

『どうしたんだい、そんなに慌てて』

「実は蒼……あの、家で食事してた仲のいい友人と喧嘩しちゃって……相手が出ていっちゃったの」

　咄嗟にありのまま話すのは恥ずかしいと思い、取り繕って説明する。しかし……。

『ほほう、いつの間に新しい彼氏を作ったんだい？』

「か、彼は恋人とかそういうんじゃないって！」

　あっさり相手が男だと見抜かれてしまい、反射的にそう返す。

　電話越しの祖母はなんだか面白そうに笑っていた。

『ふふっ……まあ、どんな関係でも構わないさね。可愛い孫娘のお願いだから、良いように占ってあげよう』

　祖母は地元ではよく当たると噂の占い師で通っていた。時折胸に金色のバッジをつけた黒服の大人たちが祖母を訪ねてきたのを覚えている。

　今思えばあれは、国会議員バッジであったかもしれなかった。国政を担う大人たちが祖母の占いを当てにしていたと考えると、オカルトだからとバカにできない。

「おばあちゃんの占いで何がわかるの？」

『その男がどういう存在か、どこからきてどこへ向かうのか……まあ、どこまで見えるかは運しだいだけどね』

　そう言いつつ、祖母は占いをするために蒼真の情報を求めた。

　美咲は問われるままに彼の体格から、髪や目の色、年頃など、知っている限りのことを話した。

　もちろん、彼が部屋を出ていく前に言っていた話も。

『ふむ、なかなか面白い男だねぇ。ちょっとそのまま待ってるんだよ』

　そう言うと、祖母は受話器を置いてどこかへ行ってしまった。

　放っておかれるのは心許ない気もしたが、美咲はその間に落ち着きを取り戻すことができた。誰かと話していると冷静になれるようだ。

　それから数分もすると、再び受話器から祖母の声が聞こえてくる。

『美咲、まだ聞いてるかい』

「うん、おばあちゃん。何かわかったの？」

　その問いかけに祖母は珍しく躊躇うように沈黙し、ようやく口を開いた。

『それが、ちょっと重い話になるかもしれないね』

「えっ!?　もしかして、悪い結果が出ちゃったの？」

　美咲に緊張が走った。幼い頃に祖母に占ってもらった結果、近いうちに不幸が起こると言われ、それを伝えられた日の内に足を滑らせて用水路に転落したことがあったのだ。

　間一髪命は助かったものの、それ以来祖母の占いを敬遠するようになってしまった。

　占いも百発百中というわけではなかったが、悪い結果を引いてしまうことを恐れた。

　それでも今、傷心の美咲にとっては自分を勇気づけるために必要だと思っていたが、悪い結果だともなると話が違う。

「や、やっぱり言わなくていいよおばあちゃん！　自分でなんとかするから！」

『まあ待ちな。別に悪い結果じゃないよ。それどころか、場合によっては近年見たことが無いくらい良い結果だ。少なくとも、私にとってはね』

「おばあちゃんにとって？　どういうことなの？」

『ふふっ、とりあえず話をするよ。まずその蒼真って男だけど、今は人間じゃないね』

「……すごいね。うん、そうよ。彼はもともと道具だったの」

　その言葉に、美咲は祖母の占いがやはり恐ろしいものであることを認識した。

　近頃は足腰も弱ってすっかり年老いてしまっているが、占いの腕だけは錆びていない。

　それと同時に、祖母の言葉の中に気になるものがあった。

「……待って、おばあちゃん『今は』って言った？」

『ああ、そうだよ。今は道具だけれど、元は人間だった。おそらく彼は悪魔と契約したんだろう、十字路の悪魔とね』

「十字路の、悪魔……」

　それは、美咲の地元に伝わる怪談のようなものだった。

　彼女の生まれた町の中心に、一つの大きな十字路がある。そこには大昔に封印された悪魔がいるという話だ。

　悪魔は復活のために力を欲していて、強い望みを持つ人間と取引をしているという。

「確か、その内容が……望みの成就と引き換えに、肉体を引き渡す」

『そうだね。悪魔は望みを叶える代わりに肉体と記憶を奪い、奪われた人間は一定の条件を満たさなければ人間に戻れない。条件は様々だというから、そこまでは私にもわからないけどね』

「体と、それに記憶までも……」

　そう考えれば妙に納得がいった。彼は記憶を失ってはいたものの、人間の体になるとそのまま自然に人として過ごし始めた。その上、料理はおろか美咲にも不可能な投資までやってのける。

　これは、単に道具が擬人化したのではなく、もともと人間だった蒼真が悪魔との取引で吸引バイブとなり、条件を達成して元の人間に戻った証拠なのかもしれない。

『美咲、何か条件について思い当たることはないかい？　彼は道具だったんだろう？　どんなふうに、どのくらい使ったとか』

「えっ、それは……。えっと、便利だからほとんど毎日使ってたかな」

　さすがに祖母に向かって毎日のように寝る前に吸引バイブで一人エッチしてましたとは言えない。

「道具が来たのが今年の三月くらいで、人間になったのが九月よ。ちょうど半年だわ」

　考えてみれば、ちょうど半年という期間は作為的に思える。悪魔の契約に関係あるかもしれない。

『半年ね。道具がやってきた時と、人間になった時の具体的な日付はわかるかい？』

　問いかけに答えると、祖母は何やら調べているようで受話器越しにページをめくる音が聞こえた。

『あったあった。こりゃあ半年という期間は悪魔との取引に関係がありそうだね。月の満ち欠けとピッタリ一致してる』

「月の満ち欠け？　それが何か関係があるの？」

『大ありさ。占いだって満月の時と新月の時じゃ精度にかなり違いが出るんだよ。彼が道具になって美咲の所にやってきた時も満月で、人間になったときはちょうど半年後の満月だ。きっと半年かけて人間の部分を取り戻していったんだね』

「じゃあ、やっぱり蒼真は一ノ宮蒼真だったんだ……」

『ああ、そうだね。たぶん二人は同一人物だろうさ。彼は今人間になっているけれど、まだ一ノ宮蒼真としての記憶は取り戻してない。完全じゃないんだ』

「完全じゃ、ない？」

『そうさ。あと一つ、何かきっかけがあれば人間としての記憶も取り戻してもとに戻るだろうけど』

「そっか、まだ記憶が戻ってないんだ……私はどうすればいいんだろう？」

　美咲は扉を見つめると、そこから出ていった蒼真の姿を思い出す。

（一ノ宮蒼真……私に会うために悪魔と契約したの？　それで、吸引バイブになって、半年も使われて……）

　そう考えていると、美咲の頭の中に蒼真の顔が浮かんでくる。

　料理を食べている美咲を見て嬉しそうに微笑む顔や、ベッドの中で熱に浮かされた表情で美咲を見下ろしている時の顔。

　今ははっきりと頭の中に残っているけれど、このまま離れ離れになってしまえばその内薄れて消えてしまう。

　そんなことは絶対に嫌だった。

「おばあちゃん、ありがとう。私もう大丈夫だよ」

『そうかい、なら良かったよ。……ああ、私が生きてる間にひ孫の顔は見れそうかい？』

「もう、最後の一言が余計よ！　じゃあね！」

　少し乱暴に通話を切ると美咲は立ち上がった。靴を履くと再びドアノブに手をかける。

（蒼真は今までの生活すべてを捨てて、私に会うために悪魔と契約したんだ。なら、私だってトラウマを捨ててもう一度彼と向き合わなきゃいけない）

「よし、行くよ。……って、えぇっ!?」

　蒼真を探しに行こうとドアノブをひねった直後、何故か勝手に扉が開いた。

「ひゃっ!?」

　突然のことで美咲は反応できず、ドアノブを握ったまま開く扉に引っ張られてしまう。

　そのままバランスを崩して倒れるかと思った直後、誰かに抱き留められた。

「あっ……」

「危ないな美咲さん、もう少しで床に顔をぶつけるところだったよ。しかし、同時に扉を開けようとしてたなんてすごい偶然だね」

　そこに居たのは、紛れもなく蒼真だった。

　さっき後姿のまま去っていった彼が、今は美咲を正面から受け止めていた。

「ほ、本当に蒼真なの？」

「俺が別人に見える？　だとしたら、後悔のし過ぎで顔にシワが増えてお爺さんみたいになってるのかな」

　そんな冗談を言いながらも彼は笑みを見せ、美咲の体を支えながら立たせる。

「だって蒼真、さっき出て行っちゃったから……。扉開けても近くに居なくて、本当にどこかへ行っちゃったのかと……」

　先ほどのことを思い出すと、自然と目元が熱くなって涙が溢れてしまいそうになる。

「美咲さん、泣かないでくれ！　俺の不注意で美咲さんを悲しませてしまったのは、本当に悪かった。でも、冷静に考えてもう一度しっかり向き合わなきゃと思って帰ってきたんだ。泣き顔なんて見たくないよ」

　くしゃりと歪んだ美咲の顔を覗き込み、彼らしくもなくおろおろとしながら蒼真は頭を下げて謝った。

　彼自身苦しそうな表情をしていて、どれだけ後悔しているのかがよくわかる。

「本当は美咲さんのことを一番に考えなきゃいけないのに」

「ううん、いいの」

　落ち込んだ様子の彼に、美咲は首を横に振った。

「私のほうこそごめんね、カッとなって蒼真の話をきちんと聞いてあげられなかったから」

「そんなこと言わないでくれ。俺は今、こうして美咲さんに会えただけで嬉しいよ」

「うん、私も嬉しい。だって、蒼真がこんなに近くにいるんだもの」

　美咲はそう言うと、彼の背中に手を回してギュッと抱きつく。

　蒼真も同じように左手を彼女の背中に回しながら、右手で髪を梳くように撫でた。

　優しい感覚に安心した美咲は胸元に顔を埋めたまま目を閉じて、彼の温かさを感じる。その姿を見て、蒼真も微笑みを浮かべていた。

　二人はそのまま再会を喜びあっていたが、いつまでも玄関に居るのは風邪を引くからという美咲の提案で中に入る。

　蒼真は美咲の腰に手を回しながら、そのままベッドへ腰かけた。

「改めて、ごめんなさい。美咲さんに誤解を与えるような事をしてしまって」

「ううん、もう怒ってないよ。自分の事が知りたかっただけなんでしょう？」

「そうなんだ。一ノ宮蒼真という人物は、俺と同じ者なんだろう。記憶はないけれど、その名前はなんだかしっくりくるように感じるんだ」　

「蒼真はもともと人間だった。でも、私を探して色々な方法を試し、最後におもちゃの姿になって現れたということかしら」

「状況を考えるとそうだろうね。どう考えても尋常な力とは思えない。なにか普通の人間が関与できない超常の力が働いているとしか思えないよ」

「……その件についてだけれど、実は私に心当たりがあるの。うちの実家の近くに『十字路の悪魔』っていう怪談があって……」

　美咲は先ほど祖母から聞かされたことを蒼真に伝えた。

　彼も難しい表情になる。

「気になるね、ぜひ調べてみたいよ。それにしても、悪魔と契約するなんてよっぽど美咲さんに執着していたんだね」

　顎に手を当ててしばらく考える素振りを見せた彼は、美咲に視線を移す。当の美咲のほうは本当に心当たりが無かった。

「これだけ執着されるようなことなんて……私、本当に原因がわからないわ」

「一ノ宮蒼真の元恋人、俺が昼間会っていた女性から聞いた内容では、俺は今年二十五歳だそうだ。八歳差となると学校の先輩後輩でもないし、親戚でもない。随分関係先は絞られてくるんじゃないか？　バイト先とか」

　美咲は彼の問いかけにかぶりを振る。

「わからない。大学までは地元で暮らしていたけど、その間に結構色々なバイトをやったもの。八歳年下に限っても、接した機会は多かったし」

「そうか……」

「ごめんなさい。でも、町の市役所に行けば調べてもらえるかも！　名前はわかっているんだし。一ノ宮蒼真はあの町の子なのよね？」

「たぶんそうだと思うけれど、確証はないよ。それに、別に一ノ宮蒼真がどんな男だったかは今更どうでもいいんだ」

「えっ？　どういうこと？」

　不思議そうに視線を向ける美咲に対して、蒼真は彼女の手を握った。

「記憶も体も失ってしまっているけれど、心はきっとそのままなんだ。その心が、今美咲さんと一緒に居られて嬉しいって言ってる」

「蒼真の、心が……」

　呆然とした様子でそう言う彼女に目を遣り、蒼真は優しく微笑んだ。

「だから、悲しそうな顔をしないで。俺も一ノ宮蒼真も、何よりも美咲さんが笑顔で居ることを願ってるんだから」

「……うん、わかった。蒼真の事、信じてるから」

　顔を上げた美咲は潤んだ瞳で蒼真を見つめ、目を細めた。

「ありがとう美咲さん。その言葉が何より嬉しいよ」

　彼女の目じりに溜まった涙を拭い、蒼真は美咲に向けてまぶしいくらいの笑みを見せた。

　そして、そのまま美咲へ顔を寄せる。そして彼女を一心に見つめながら口を開いた。

「美咲さん、愛してるよ」

「蒼真っ……」

　握った手に優しく力を込められると、美咲の心臓が早鐘を打ち始める。

「もう、美咲さんの居ない生活なんて考えられないんだ。たとえ俺が元々おもちゃでも、人間でも、そんなの関係ない。これから生きている限り、自分のすべてを美咲さんのために使うと誓うよ」

　まるで聖堂の祭壇の前で宣誓するように、言葉を噛みしめながら厳粛に告げた。

　その言葉は、これから美咲に尽くしていく覚悟を感じさせるものだった。

　彼女はそれを受け取りながら、彼の手を握り返す。

「私も、蒼真とずっと一緒に居たい。これからもずっと、私の隣に居てほしいの。愛してる」

　正面から互いに好意をぶつけあい、二人の間に確かな絆が結ばれた。

　そうして心がつながれば、もう余計な言葉は要らない。

　蒼真は彼女の手をしっかりと握り締める。

「んっ……」

「あっ、んぅっ」

　どちらからともなく体を引き寄せ合うと、二人の唇が重なった。

　蒼真は片手で美咲の手を握りしめ、もう片方の手で彼女を抱き寄せる。

　美咲はそれに応えるように彼の背中に腕を回した。

「蒼真とのキス、気持ちいい……」

「俺も、美咲さんとキスしていると体が熱くなってくるよ」

　唇を離すと、お互いの熱を帯びた視線が絡み合う。

　そのまま蒼真は美咲をベッドへゆっくりと押し倒した。

「んっ……美咲さんは今日も綺麗だね」

　そう囁いた優しい瞳が真っ直ぐに降ってくる。彼の表情に思わず見とれていると、蒼真はベッドに沈んだ美咲の体をするすると撫で始めた。

「そんなに褒めても何も出ないって」

「見返りがほしくて言ってるんじゃないよ。俺の本心だ」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、手つきがいやらしいからロマンチックな雰囲気も台無し」

　口を尖らせて思ってもないことを言う美咲に、彼は表情を緩めてから熱く息を吐く。

「でも、俺も我慢できないんだ。美咲さんの顔を見ているだけで体が熱くなっていく」

「言葉が上手いのね。そんなに初心でもないでしょう？」

「まさか。美咲さんと一緒にいるときはいつもドキドキしてるよ」

　彼は一旦愛撫の手を止めると、ゆっくり顔を近づけてキスしてくる。

　美咲もそれを受け入れ、互いに唇を押し付けあった。

「ちゅ、ん……美咲さん、大好きだ」

　間近で見つめ合った状態でストレートな言葉を向けられ、美咲は顔を赤くした。

　彼が本気であることは態度や言葉の端々から重々伝わってくるが、それを聞く度に鼓動が高鳴ってしまう。

「美咲さんはどう？」

「私もよ」

　頬を染めながら小さく言った美咲に蒼真は嬉しそうに目を細めると、彼女へキスを送りながら服の下に手を潜らせた。フロントホックのブラを外すと、露出させた胸を大胆に掴んで、優しく揉みしだいてきた。

「美咲さん、温かいね」

　やんわりと胸を揉みしだく彼の手の温度が心地いい。服の中でやわりと弄ばれる膨らみが、だんだんと力が入ってきた彼の指先によって卑猥に形を変え始め、指の隙間から零れていく。

「はぁ……んっ……あっ」

　敏感な蕾にはまだ触れない。乳輪の回りを撫でて、ぎりぎりのところで焦らしているのだ。

　触れられないことへのもどかしさと、これから与えられる刺激への期待感にぞくぞくと背筋が戦慄き、美咲は甘い吐息を漏らした。

「その表情、かわいすぎる。もっと焦らしたかったけど我慢できない」

　頂きを親指の腹で押されると、あっという間に硬く屹立した。二本の指でつまみ上げると、男根をしごくように上下に擦ってきた。

「あんっ、んっ、ああ……！」

　体中に電気が走るような快感で、顎が天を向いてしまう。双丘への愛撫を続けながら、もう片方の手は下半身に伸びる。するりと脚の間に潜り込み、指先が下着越しに秘所に触れた。

「湿ってる。乳首だけでムラムラしてきたんだ？」

　小悪魔なささやきに顔が赤くなる。焦らされた状態で蕾をしごき上げられたら、欲望が溢れ出るのは当然のことだった。縦筋を這わすように指先が動くと、敏感な豆に当たり何度も体が震えてしまう。

　直接触らないのは、美咲を弄ぶためだろう。

「美咲さん、どうしてほしいの？」

　秘所はすでに蜜を垂らして、触ってほしいと言うように熱く疼いていた。余裕そうな彼の表情を見ると、すぐに言ってしまうのはなんだか悔しい気がして美咲は潤んだ瞳で彼を睨みつける。

　そんな視線をあざ笑うかのように、蒼真は陰核を集中的に刺激してきた。恥ずかしいことにすでに勃起している花粒は、下着越しでも存在感を示している。布越しであるため刺激は強くないが、それでも腰が震えてしまうほどの快感だった。

　何より、中途半端な刺激がじれったい。

　もどかしい刺激にすっかり火照らされて、美咲は消え入りそうな声で漏らした。

「……触って」

　にやりと唇を歪めると、彼はショーツの中に指を入れてきた。やっと触ってもらえると内心で喜んでいるが、深いところまで潜り込まず、茂みのある場所で止まってしまった。

　薄い和毛に指を立てて撫でる。陰核の部分に這わせたり、摘んで優しく引っ張り上げたりと、緩やかな手つきで美咲を追い込んでいく。

「はぁ……んんっ」

　直接的な性感帯じゃないのに心地がいい。時折割れ目に当たると体が跳ね、叢への愛撫もかえって卑猥に感じた。

「ここも気持ちいいでしょ」

「あんっ……もう、焦らさな、で……」

　淫靡な手つきに軽く達してしまっている。これ以上いじられてしまったら、どうにかなりそうだったので美咲は視線で催促した。

　彼は一つ笑みを浮かべると、わかったとばかりに秘所へ指を潜り込ませてきた。割れ目に沿うように動かしながら、すでに屹立している陰核を軽く弾く。思わずびくりと腰が跳ね、縋るように蒼真に抱きついた。

「美咲さん、可愛いな」

　彼は耳元で甘く囁くと、指の腹で撫でるように秘芯を愛撫する。包皮の上から撫でられているのでそこまで強い刺激ではないが、徐々に感度が上がってきた。

「ヌルヌルが溢れてきてるね」

　花粒への刺激だけで蜜が大量に溢れてしまっている。少しだけで皮を剥いて、直接敏感な部分を触られると、美咲はつま先立ちになって悶えた。

「んっ、それ、ダメ……」

「軽くイっておこうか。ほら、もっと気持ちよくなってごらん」

　ピンと強く弾くように陰核をいじられた瞬間、大きく腰が動き、そのまま浅い絶頂を迎えた。これまで自分を慰めてきたことと蒼真と交わってきた影響からか、思った以上に敏感な体になっているようだ。美咲は大きく吐息を漏らして、全身から力が抜けていくのを感じた。

　そんな様子を見ていた蒼真は艶っぽい笑みを向けると、さらに指を下に滑らせる。蜜口に当てると、広げるように動かし、隘路へと滑り込ませた。

「はぁ……あ、んっ……」

「すごい、指一本なのにこんなに締め付けられてる……」

　浅イキをしているため、蜜壺の中が敏感になっている。きゅうっと無意識に彼の指を締め付けてしまい、その形までわかるかのようだった。

「こんなに濡らして……。ほしかったの？」

「あっ、い、やぁ……！　そんな、わけ……」

　彼はくちゅくちゅ、とわざとらしく卑猥な音を響かせる。こんなにもいやらしい体になっているんだよ、と教え込まれるみたいで、美咲は頬を火照らせながらも感じてしまっていた。

「また吸い付いてきた……。指だけでこんなに求められると、俺も我慢できなくなるって」

　中指を鈎のように折り曲げて、膣内をかき回してくる。たった指一本にもかかわらず、腹部に強い圧迫感を覚え、美咲は大きく息を吐いた。奥まで指を咥え込ませると、入り口のところまで膣壁をなぞってくる。なだらかなその動きはじんわりとした快感を伝えてきて、美咲は熱い吐息を吐きながら腰をくねらせた。

　そんな美咲を見て、蒼真は「エロ……」と唇を舐めながら呟いた。情欲にまみれた彼の瞳は獰猛な光を放っていて、美咲はこれから彼に組み敷かれることを想像し、ぞくりと腰を震わせた。

（蒼真が……興奮している……）

　密着しているから、股間の硬いものが当たっている。彼の屹立を感じるだけで、お腹の奥の甘い疼きの炎が揺らめいた。

「もっと美咲さんを感じさせたい」

　一本だった指を二本にして、膣内を撹拌させる。卑猥な水音を響かせながら気持ちのいいところを何度も擦ってきた。ぐちゅりと卑猥な水音を響かせながら、美咲の感じる場所を的確に擦り続ける。こみ上げてくる愉悦をもっと感じたくて、無意識のうちに脚を広げて彼の指を受け入れようとしていた。

「ああっ、あっ、ふ……ぅ、ん。ダメ、そんな……あっあっ！」

　執拗にかき回された隘路は収縮を繰り返し、中で蠢く蒼真の指を一層締め上げた。美咲は漏れ出る嬌声を抑えることができず、与えられ続ける快感に上反りになりながら悶える。

「もう、イク……！　イっちゃ、う……から、ぁ……」

　逃げることもできず、堪えることもできず、ただ蒼真の愛撫に屈服させられる。膣内をかき回しながら、親指の腹で肉粒をこねられると、腰ががくがくと震えて目の前が眩むようだった。一際高い嬌声を上げながら、美咲は絶頂をした。

「――ひぃ、う……んぁ……！」

　全身が強張り、息が止まってしまう。果てたことによる快楽が体中を巡り、下肢を震わせていた。快感の波が収まってきたところで、ようやく大きな息を吐く。小刻みに痙攣を繰り返しながら、ぐったりと蒼真に体を預けた。

「いっぱい感じてくれたみたいだね」

「も、もう……十分だから」

「本当？」

　嘘は言っていない。これ以上、快楽を与えられてしまったら、理性が吹き飛んでしまう。おかしくなりそうな自分に恐怖を感じながら、美咲はかぶりを振った。

「俺はまだ美咲さんを感じさせたい。愛しているってことを伝えたいんだ」

　蒼真は美咲の体を起こすと、額にキスをした。その優しく、落ち着いた口付けを受けると昂ぶっていた火照りが抑えられるようだ。

　唇を額から離すと、蒼真は照れたように呟いた。

「俺さ、やっぱり舐めるのが好きなんだよね」

　思いもしない告白に驚いたが、吸引バイブとして毎日のように自分を愛撫してきた彼だ。そういったフェチがあってもおかしくはない。

「美咲さんは舐められるの好き？」

　純粋で真っ直ぐな眼差しで問われたが、恥ずかしくて美咲はすぐに答えることができなかった。

　吸引バイブで一人エッチをするくらいだ。嫌いなわけはない。むしろ、蒼真に口淫されることでより好きになってしまった。

　頬を染めてうつむいていると、彼はもう一度尋ねてきた。

「美咲さん……好き？」

　正直に好きだというのは恥ずかしいけれど、逆に嫌いだと言っても納得してもらえないだろう。そして、素直に答えればもっとしてもらえるかもしれないという期待感もあった。

「……………………す、好き」

　消え入りそうな声で、なんとか答えた。その答えはわかりきっているはずなのに、こうして言葉を求める彼はやはりいじわるだ。けれど、そんな彼を憎めないのだから、自分も相当彼に絆されているのだろう、と内心で美咲は呆れ笑いを浮かべた。

　美咲の言葉に満足したのか蒼真はにっこり笑うと、彼は美咲の下着に手をかけ、あっという間にショーツを脱がした。そのまま彼女の股の間に顔を埋めると、黒い和毛に覆われた卑劣に唇を近づけた。

　ちゅ、じゅ、じゅぶ。

　忙しなく舌を動かし蜜壺を刺激されると、先程まで指での愛撫を受けていた美咲の体はあっという間に火照っていく。

「んっ、はぁっ……！」

　巧みな舌遣いで刺激を与えられて、大きな嬌声が室内に響いてしまった。すでに勃起している肉芽をたっぷりと唾液で濡れた舌先で何度も弾いてくる。軽く包皮の上から刺激したと思ったら器用に舌先で剥いて、守るものがなくなった花粒をなぶってきた。

「はぁ、んぅ……あっ、あっ」

「俺でいっぱい感じて」

　ヌルヌルと舌で抉りながら、中に指を入れる。陰豆と膣穴を同時に責められると、顎を天に向けて悶えた。

　蒼真の頭を掴んで必死に離そうとするが、彼はそれを阻んでより密着してくる。花芯だけを唇で挟んで、そのまま吸引してきた。リズミカルなその吸い込みは、美咲が今まで慣れ親しんできたものだった。機械のような無機質さではなく、彼自身の温度を感じる。彼から与えられる快感は、おもちゃなんかよりもずっと気持ちがいい。

「ク●、すごく硬くなってる」

　そのまま、彼の唇が硬く立ち上がった陰核に吸いついた。一層硬さを増したそれを激しく吸引され、美咲はたまらず首を横に振りながら啼いた。

「あんっ、だめ、それ……すご、い……！　あん、感じ、ちゃ……う」

　まぶたの裏が白く光り、酩酊したみたいに思考が鈍っていく。何度目かの絶頂で敏感になった体は、一度高みに上り詰めると達した状態が止まることがなかった。このままだと本当に飛んで行ってしまいそうだ。

（蒼真にだけ……感じさせてもらってる。このままじゃ嫌だよ）

　たくさん与えてもらっているにもかかわらず、自分は何も与えていないような気がする。ぼうっとする頭で考えながら、美咲は小さく言った。

「私も……蒼真にしてあげたい」

　激しく動いていた舌が止まった。股下から顔を出すと、彼は上目使いで美咲を見る。

「してあげたいって……？」

「だ、だから……私も舐めて、蒼真を気持ちよくさせたいの」

　さすがに一方的にされっぱなしというのは性格的に納得できなかった。自分からしたいなんて言ったことがなかったから恥ずかしかったが、それでも彼は笑みを浮かべてくれた。

「美咲さんのほうからそんな風に言ってくれるのは嬉しいな。じゃあ、俺の言う通りにして」

　それから彼女は蒼真の指示に従って体を動かす。裸になった蒼真がベッドへ仰向けで横になると、美咲がその上でうつ伏せになった。もちろん互いに相手の性器が見えるように、頭と足の位置を入れ替えて。

　いわゆるシックスナインの体勢だ。

「なんで舐め合うのよ……」

「俺もまだ舐め足りないし、美咲さんも舐めたいんでしょ？　だったら、これが一番だと思って」

　あっけらかんと言うが、なかなかハードルの高い行為だ。

（どこまで上手にできるかわからないけど、彼がしたいなら受け入れたいな……）

　彼のものはすでに雄々しく勃起している。目の前で見るとその太さや長さに圧倒されそうになるが、少しでも蒼真に気持ちよくなってもらいたくて根本を握った。手のひらに脈打つような熱と硬い滾りが伝わり、彼がいかに興奮しているかがわかる。

「やば……握られるだけで気持ちいいかも……」

　握った拍子にびくりと戦慄く彼の怒張の反応を見て、美咲は彼にもっと感じてほしくなった。上下にしごき始めると、お尻の方で吐息が聞こえてきた。漏らした息が濡れた蜜口にかかり、それだけで美咲も気持ちよくなってしまう。

　美咲の反応に気がついたのか、蒼真は尻たぶを左右に広げた。

「目の前でこんなに濡れたものを見せられると、早くしゃぶりつきたくなる」

　鷲掴みにした尻を自らの顔に寄せ、硬く尖らせた舌先を陰口に挿入してきた。ぬるりとした感触が膣内に広がり、指や剛直とは違う感覚が広がる。最奥まで入ることはないが、その分縦横無尽に動き、隘路を激しく撹拌してきた。

　ぐちゅ、じゅぶ、じゅぶる……！

　大きな水音が響き渡ると、腰が浮いてしまいそうになる。逃しはしないと蒼真が尻を抱き寄せ、さらに舌が奥へと挿入される。

「美咲さんって音、好きだよね」

　思わぬ指摘に美咲は何も言い返せなかった。彼との交わりで、じゅぶじゅぶと蜜を泡立てる音や花芽を吸われる音を聞く度にゾクゾクするような興奮が全身を駆け巡っていくことに美咲は気づいていた。だが、それを直に言われるのはさすがに恥ずかしくて、思わず頬を赤らめてしまう。

「もっといっぱい聞かせてあげるから」

　愛液を舐め取り、吸い上げる音が部屋に響く。彼にお尻を向けた体勢で激しく音を立てられると、自分が淫乱だと言われているみたいで気持ちが昂ぶってきた。はしたないとはわかっていても興奮を抑えることは難しく、美咲は嬌声を漏らしながら口淫を受け入れる。

「美咲さんのすべてが愛おしい……。全部好きだ」

　そう言いながら尻肉を揉みしだいていた手がするりと、割れ目の方に向かってきた。尾てい骨のあるあたりから指を立てて、ゆっくりとスライドしてくる。すると、あっという間に一つの窄まりに到着した。

「あんっ……そこ、だめっ」

　人に見られたくない恥穴。そこを優しく撫でると、蒼真はくすりと笑った。

「そんなところ、恥ずかしい……。汚いよ」

　それなりの性体験をしてきた美咲でも、そこを愛撫された経験は無かった。

　そういったプレイがあるとは知っていても、自分から手を出そうとは思わなかったのだ。

「汚いところなんてないよ。全部が美しい」

　口淫を続けながら、菊紋への愛撫も始まる。二つの穴を同時に責められることは初めてのことで、美咲はどうすることもできずに悶えていた。

（い、いやぁ……！　だめ、なのに……気持ちのいい……！）

　排泄のためにある場所から甘美な刺激が生まれていることに驚く。

（くすぐったいけど……蒼真の指の動きがいやらしくて、あぅ、くぅっ……！）

　前後の穴を同時に責められて、腰を浮かせて快感から逃げることもできない。

　興奮はどんどん強くなっていき、体中が性感帯になったみたいだった。

　触れられているところ以外も、吐息が当たるだけで感じてしまうから、ずっとビクつきを止めることができない。

（私も……やらない、と）

　このままでは無抵抗のまま絶頂させられてしまうと思った美咲は、大きな口を開けて屹立した剛直を咥えた。呼吸が苦しくなるほどの大きさで、すべてを口に入れることはできない。必死に鼻で息をしながら、咥えた先端部分を舐めていた。彼がしてくれたように初めは優しく撫でながら、徐々にその速度を上げる。

「う……。美咲さん、それ……気持ちいい」

　彼の喘ぎが聞こえ、もっと気持ちよくなってほしくてさらに動きを激しくする。先端だけではなく、裏にある筋も弾いていく。弾力のある場所で、舌で触れる度にビクビクと震えて、硬さが増してくる。

　こんな大きな剛直で何度も突かれてきたのだと自覚すると、途端に下腹部がキュンと疼いた。むせ返るような雄の匂いが広がり、思考がさらに鈍ってしまう。硬い剛直が愛おしくなり、上下にしごきながら顔を動かした。

「美咲さん、そんなにされると……俺、イっちゃうって」

　さらに太さが増して口の中がいっぱいになってきた。呼吸すらも困難であるが、咥えたまま口淫を続けていく。昔ネット記事で読んだ、笠の部分と裏筋を集中的に責めると男性は感じるらしい、という内容を思い出して、その通りに愛撫していった。

「まずいって。本当に出ちゃうから」

　彼の足のつま先が丸くなって、力が入っているのがわかる。剛直の痙攣が小刻みになって、精を吐き出そうとしているのだ。

（蒼真をイかせられる……！）

　いつも自分ばかりだとさすがに申し訳ない気持ちになる。たまには自分が奉仕をして、彼にも気持ちよくなってほしい。

　そんなことを考えていると、ぐっと尻を寄せられた。

「ひゃぁ……！」

　蒼真の硬い舌先が蜜壺を襲い、激しく撹拌する。尻の割れ目に顔を埋めるように密着させ、舌で陰核を、右手の指で隘路を、左手の指で菊紋を同時に責めてきた。

「ダ、ダメッ！　そんなに、一緒にされたらぁ……ッ！」

「お尻のほうも感じるようになってきたみたいだね。新しい気持ちよさを開拓できたいみたいで嬉しいよ！」

　彼のほうも美咲の乱れた様子にかなり興奮しているようだった。

　秘所への吸い付きがさらに強くなり、敏感になった陰核が蕩けそうなほど甘い刺激を美咲の全身へ駆け巡らせる。

　それに合わせて、窄まりの中の指がクイっと動いて壁を撫でるように刺激した。

　下半身から燃えるように熱い快感が昇ってきて、彼女を快楽の頂へ押し上げる。

「あん……んんぅぅ！」

　あまりの快感に意識が飛びそうになったが、蒼真を気持ちよくさせるために必死に彼の腰にしがみついた。

「美咲さん、ダメだ。俺、出る……！」

「わ、私も……イキ、そ……」

　二人は同時に絶頂した。

　蒼真は巧みに腰を動かし射精する寸前で口元から引き抜いてから発射した。美咲は彼の太い腕で抱きしめられていたため逃げ出すことができず、そのまま絶頂でお尻を震わせていた。

　絶頂が収まってくると二人は体勢を立て直す。蒼真は手早く精液の処理をして、萎えることのない剛直に避妊具を着けた。

「美咲さんの中に入れたい」

　飢えた獣のように言われてしまうと、美咲は断ることができない。

　むしろ、獣になっているのは自分だった。何度も絶頂させられているのにもかかわらず、彼のものが欲しくてたまらない。

　ベッドの上に座っている彼の上にまたがるように腰を下ろすと、そのままゆっくりと挿入していった。

「はぁ……んっ、はい、る……！」

　蒼真にお尻を支えてもらいながら腰を沈めると、剛直がゆっくりと侵入してくる。硬くなった剛直はカリ高で、膣壁を抉りながら深々と入っていった。根本まで挿入すると、強張っていた四肢の力が抜け、大きく息を吐いた。

「美咲さんの中、温かい。すごく締め付けてくる」

　何度も絶頂した美咲の体は、少しの刺激も逃さずに快感を拾ってしまっていた。貪欲に快楽を求める蜜襞は、みっちりと収まっている彼にすかさず絡みつく。彼はまだ動いていないのに、無意識に腰が震えてしまう。

　美咲の反応を見て、蒼真が強く抱きしめてくれた。彼の引き締まった胸板に豊満なバストが当たり、卑猥にひしゃげていく。すでに乳首も勃起していて擦れるだけでも気持ちよくなってしまうほどだった。

「もう我慢できない。動くよ」

　悩ましげな息を吐いた蒼真が腰を動かし始めた。美咲の柔尻を揉みしだきながら、肉竿を突き上げてくる。自らの体重もかかってか最奥まで一気に届き、上反りになりながら悶えてしまう。

「はぁ、んっ。奥……気持ち……いい」

　子宮口に先端が当たると、どうしていいかわからない。官能の波が思考を埋め、快感を得ること以外考えられなくなる。必死にしがみつきながら、彼のピストンを受けて、悩ましげな声を出す。

　美咲の頭に手を回した蒼真は彼女を抱き寄せて、そのまま深い口付けをした。硬くした舌先を忍び込ませ、口内を蹂躙していく。口の中も敏感になっていて、上顎や歯列を撫でられると、それだけでビクビクと体が震えてしまった。

「美咲さん、可愛いよ」

　激しい口付けの合間に降ってくる、優しいキス。愛おしそうに髪を撫でて、壊れ物を扱うように抱きしめてくれる。本能的な動きと愛を感じる行為が絶妙に繰り返され、美咲はとろけるような快感に埋め尽くされた。

「あっ……もう、ダメ……！　奥……ぅ、んっ、そこ、あんっ……！」

　自分でも恥ずかしいくらい膣が収斂してくる。腰を打ちつける音と滴る愛液がかき混ぜられる淫猥な音が美咲の耳に届くと、これほどまでに感じてしまっているという事実をつけられているようで、彼女の性感がさらに高まっていくようだった。

　最深部に一突きされると、美咲は仰け反りながら達した。

「……ひ、くっ……ぅ」

　何度か腰が跳ねたあとに脱力し、そのまま蒼真へと抱きついた。

　蒼真は「イっちゃったね」と耳元で甘やかに囁いてくれた。追い詰めるようにピストンを激しくされるのも好きだが、イクところを見られながら優しく甘やかされるのもたまらなく心地いい。

「はぁ……んっ……。すごく気持ちいいよ、蒼真ぁ……」

　絶頂の余韻で熱い吐息を漏らしながら彼を見つめる。　

　すると、蒼真の目に宿っていた情欲の火の勢いが強くなった。

「エロすぎ……。本当に煽ってくるね」

　そんなつもりはないと否定したいところだが、絶頂が続いているため上手く言葉を話すことができない。視線で訴えようとするが涙を浮かべた目元で見つめると、蒼真は嬉しそうに唇を歪めた。

「そんな顔されると、もっと感じさせたくなる」

　剛直を挿入したまま、動かさずにいる。その体勢のまま、彼の両手が美咲の双丘へと伸びてくる。大きな胸を鷲掴みにすると、指の隙間から柔肉が溢れるくらい揉みしだいてきた。

「はっ、あっ、んっ、ああっ」

　力強く愛撫され、乳房がいやらしく形を変えていく。それすらも快楽として拾ってしまうのは、彼が自分を大事にしてくれている気持ちが、気持ちよくしたいと思ってくれている気持ちが伝わるから。それと同じくらいに、自分も彼のことを愛してしまっているからだろう。恋愛なんてもうすることはないだろうと考えていたが、人と愛を育むというのはこんなにも心地よく、幸せなものなんだと美咲は実感した。

「そう、ま……ぁ。き、きも、ち……いいっ」

「また締まった。そんなに締め付けると腰を動かしたくなるだろう」

　このまま激しく突いてほしい。だが、口にすることはできなくて、ただ彼を見つめるだけだった。

　蒼真の方もわかっているのか、下半身を動かそうとはしない。その代わり、胸の頂きを親指の腹でコリコリと転がしてきた。「勃ってる」と蒼真に言われると余計に集中してしまい、豊乳の蕾から全身に向かって刺激の波が伝播する。指で弾いたり、摘んだり、押したりと様々な刺激で美咲を追い込むと、彼女の蕾はぷっくりと充血し、真っ赤に色づいた。

「もっと感じてほしい」

　野獣のような目つきで呟いた彼は、胸を中心に寄せて、二つの乳首を同時に口に咥えた。

「ひゃっ」

　片方を吸われるだけでも気持ちいいのに、左右を一緒に吸引されると今までに感じたことのない快楽を覚える。下腹部がきゅんと跳ねて、膣壁が狭くなっていくのがわかる。剛直と密着すると形がよくわかり、くびれの部分が敏感な部分を刺激してくる。

　抽挿を繰り返しているわけではないのに、下肢が快感に溺れてしまう。乳首を吸い上げる音もいやらしく、美咲は胸の愛撫だけで大きく達してしまった。

　ビクン、と尻が持ち上がり、意識に反して小刻みに動いた。

（ダメ……、もっとしてほしい……！）

　柔いふくらみへの愛撫だけでは、もう満足できなかった。美咲の中の欲望はもう限界まで膨れ上がっており、彼女はたまらずに声を漏らした。

「お願い、突いて」

　その言葉を待っていたのか、蒼真は艶っぽい笑みを浮かべた。

「気持ちよくなりたいの？　じゃあ、美咲さんが動いてよ」

　いじわるな物言いに反論したくなったが、すっかりと欲情しきった美咲は何も言い返すことができなかった。そんな美咲の様子を察したのか、蒼真は起こしていた上半身をベッドの方へ倒す。

「美咲さんが上で好きに動いてよ」

（私に、動けっていうの？　蒼真のいじわる……）

　確かに自分の思うように動けば気持ちいいだろうけれど、代わりに彼にはしたない姿を見せてしまうことになる。わずかに残った羞恥心がストップをかけていた。

「上って……。そんなこと、したことない」

「上手にしようとしなくていいよ。自分が感じるように動いて」

　頑なな蒼真の態度がもどかしく、おあずけされてとろとろに蕩かされていては理性がほとんど利いてなかった。自分から腰を振れば、気持ちよくなれる。次第に頭の中はそれでいっぱいになってしまい、もう我慢は限界を迎えそうだった。

「ほら、膝を立ててさ」

　彼に促されるように体勢を整える。脚をＭ字に開くと自分の恥ずかしいところが丸見えになったようで一気に羞恥心がこみ上げてくる。

「いやぁ、こんな……姿勢で……」

「いい眺めだよ。見てるだけでイキそう」

　瞳の奥の淫靡な光を見ると、彼の言葉は単なる軽口ではなさそうだった。強い快感が欲しくて、蒼真に言われた通りにゆっくりと腰を動かし始める。

「あんっ、んっ……」

　蒼真の胸に手を置いて支えながら、美咲は尻を上下に振っていった。騎乗位なんて初めての経験だが、ようやくもたらされた快楽に頭の中が支配され、刺激を貪るように自然に腰が揺れる。

　柔尻を持ち上げると笠の部分で膣壁が抉られ、下に叩きつけると先端が子宮口にぶつかる。入れても抜いてもとろけるような快感が響くため美咲は夢中になって腰を振り続けた。突き出したヒップを蒼真の腰に打ち当てると乾いた音が鳴り、そのリズムでも興奮が増してくる。脚を開いて蜜壺を見せつけるような体勢は、自分が淫猥になったように錯覚させる。

　一人エッチを毎日するくらいなので性欲が強い自覚はあったが、まさかここまで大胆に腰を律動させる日が来るとは思ってもみなかった。自分の中のさらなるみだらな姿を自覚すると、美咲は益々興奮していった。

「いい眺めだ、美咲さん」

　見下ろした蒼真の表情には、余裕がなくなってきている。先ほどまで色気たっぷりな笑みを浮かべて楽しそうに美咲の痴態を眺めていたが、今は眉根を寄せて甘い吐息を漏らしていた。

（蒼真が……感じてる）

　いつも気持ちよくしてもらっている彼を少しでも感じさせたい。自分も快楽に溺れたいが、それ以上に彼に気持ちよくなってほしかった。上手に動けるわけではないが、本能に身を任せると自然と上下運動も滑らかになっていく。

「ダメだ……そんなに激しくされると出ちゃうよ」

「蒼真が、んんっ、好きに動いていいって……あんっ、言ったんでしょ」

「そうだけどさ、まさかここまで絞り出そうとするとは思わなかったよ」

　上擦った声で悶えている彼を見ていると、美咲も情欲を刺激される。美咲の中は自分でも驚くくらいにぎゅうぎゅうと彼の屹立を食い締めて、彼の言う通りに精を搾り取ろうとしているみたいだった。

　先端の出っ張った部分を刺激すると気持ちいいらしく、尻を持ち上げた時に笠の部分が引っかかる度に剛直が太くなり、ビクビクと脈打って美咲の中で暴れまわる。

「俺、我慢できない……っ」

「ちょっと、蒼真……！」

　美咲の尻肉を掴むと、蒼真は下から腰を突き上げた。自分のペースで尻を上下させていたのとは違う強烈な一突きは、美咲の快楽を一気に限界まで引き上げる。淫らにうねった蜜壁が反射的に彼の剛直を締め付け、より密着しようとする。蜜が大量に溢れ出し潤滑油となってピストンを加速させる役割を担っていた。

「美咲さんがエロすぎるから、もう出そうだ」

　掠れた声が耳朶を撫でると、ぞくぞくと背筋に甘い快感が走った。激しく蹂躙されて絶頂が止まらない美咲だったが、快楽の渦に堕ちていく中でひときわ大きな絶頂の予感を感じずには居られなかった。

　あまりに激しい突き上げに、美咲は思わず前に倒れてしまう。

　蒼真は彼女をぎゅっと抱き留めると、深い口付けをした。口内でぶつかる舌と舌はお互いに欲求を満たそうと暴れまわっている。単純に快楽を満たすためではなく少しでも相手を感じさせようと、互いに弱い部分を責め合った。感度がシンクロしているようで相手が気持ちよくなると自分もより感じていき、あっという間に絶頂間際まで昂ぶってきた。

　子宮口を突いていた剛直が太くなり、敏感な部分を叩いてくる。美咲と蒼真は舌と舌を絡ませ合いながら同時に絶頂した。

「――ッ!!」

　口が塞がっているため声を出すことはできないが、口内で吐息がぶつかり合う。剛直は膣内で何度も跳ねながら射精を繰り返し、膣壁は呼応するように蠕動していった。

　落ち着いたのは、絶頂が始まって一分が経過した頃だった。

　悠久とも言える時間に感じられるほど絶頂は止まることがなく、二人はキスをしながら快楽に溺れていた。

「んっ、はぁ……っ！」

　先に吐息を漏らしたのは、美咲の方だった。まともに呼吸できなかったせいか苦しさがあるが、熱く火照った体は快感に満たされていた。

　蒼真もとろりと甘やかに笑って、美咲の頭を撫でる。

「美咲さん、すごく好きだ。ずっとこのまま一緒にいたいくらい好き」

「私も……同じ気持ち」

　そう言うと、二人は一緒に笑った。そして、再び抱き合う。

　抱擁すると体温が伝わってきた。達してしまったため体が敏感になっているのか、相手の心臓の音でさえも聞き取ることができそうだ。

　お互いの体を労りながら、二人は優しいキスを繰り返していた。
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　美咲が目を覚ました時、すでに夜が明けていた。どうやら激しい行為でかなり体力を使い、疲れて眠ってしまっていたらしい。

「うっ……」

　ベッドから起き上がった美咲は窓から差し込む光に眉をしかめた。目を慣らすために瞬きしながら、体の向きを動かす。ようやく光に慣れてきた頃には状況がわかってきた。

「そっか、私ったら昨日の夜からずっと……」

　蒼真にベッドへ押し倒されてから、気を失うまでセックスしていたのだ。そのことを思い出すと、途端に顔が熱くなってしまう。

　そんな彼女に、キッチンから出てきた蒼真が声をかけた。

「ようやく起きたんだ。ほら、目覚めのコーヒーをどうぞ」

「あ、ありがとう」

　美咲も慣れたもので、疑うことなくコーヒーを受け取る。

　そして、彼女が温かい飲み物で一息ついたところで蒼真が言葉を続けた。

「美咲さん、一つ報告があるんだ。悪魔との取引したこと以外の一ノ宮蒼真としての記憶が戻った」

「えっ!?　うそっ、今なんて!?」

「ああっと！　危ない、コーヒーを零すよ」

　カップを手放しそうになってしまった彼女に蒼真が注意し、美咲も慌てて持ち直す。

「ご、ごめんなさい。でも、記憶が戻ったなんて言うから……」

「驚かせてごめん。でも、美咲さんには知っておいてもらわないといけないから」

　彼は椅子を持ってくると、ベッドの前で腰を下ろして話し始める。

「なんで記憶が戻ったのかは、取引した悪魔に聞いてみないとわからない。まずはそれ以外で、美咲さんが一番知りたいことを話そうか。どうしてあなたに会いたいと思うようになったか」

「……うん、そうね。聞かせてちょうだい」

　そもそもことの発端は、蒼真が美咲を探して十字路の悪魔と取引したことが始まりだ。彼女もどうして自分に会いたかったのか、というのは知りたかった。

「簡単に言えば一目惚れだよ。恋をしていると気づいたのはあなたと別れた後だったけど」

「一目惚れ？　でも、そんな記憶は……」

「無理もないかな。美咲さんとの出会いは俺が中学三年生の時、もう十年も前の事なんだから」

　その言葉を聞いた美咲は一瞬ハッとしたような表情を見せてから、考え込むように少し俯いた。

「十年前、中学生……あっ、もしかして家庭教師の時の!?」

「そう、正解！　よく覚えてたね、週に一回の授業で合わせて十回も会ってないはずなのに」

　記憶の底から当時の出来事を掘り起こした彼女に、蒼真が称賛して拍手する。

　それは、美咲が大学四回生の夏休みだった。一浪して入学した彼女はその時二十三歳で、ちょうど八歳差だ。

　家庭教師のバイトはそれまでも何度かやっていたので、美咲にとっては他の多くのバイト経験に記憶が埋もれてしまっていたのだろう。

　けれど、授業を受けた当時の蒼真からすると刺激のあるひと時だった。

「あの時の俺はズボラで、女性が来るっていうのに髪もセットしてないような子供だった」

「うん、だんだん思い出してきた。物静かで、あんまり目立つような子じゃなかったよね」

「でも、美咲さんの授業を受ける度に少しずつ意識が変わっていったんだ。この人にもっとよく見てもらいたいって思って、美容院に行ったりシャンプーや洗顔料を真剣に選んでみたり……」

「そんなに？　でも、何か惚れられるようなことをしたかなぁ……」

　美咲が顎に手を当てて思案していると、蒼真は苦笑いした。

「美咲さんは覚えていないかもしれないけれど、最後の授業の時に勇気を出して聞いたんだ。『美咲さんみたいな人と恋人になるにはどうしたらいいですか？』って。そしたら美咲さんは『蒼真君がこのまま勉強を頑張って良い大学に入って、紳士的な男になれば惚れちゃうかも』って」

「そ、そんなこと言ったかしら？　……全然覚えてないわ」

「もう十年近くも前のことだからね。でも、当時の俺はそれから真剣になって勉強し始めたよ。おかげでいい大学にも入れて、稼げる職に就くこともできた。美咲さんの言う通りに振舞ってたら女性にもモテたよ。でも、その時俺の隣にあなたは居なかった。本当はあの時、もう一歩踏み込んで告白しておくべきだったと後悔したよ」

「……大人になってもずっと私のことを想っていたの？　あの時、一緒にラブホテルへ入っていった女性は元恋人なんでしょう？　私より若くて可愛らしかったのに」

　昼間の事を思い出し、視線を逸らす美咲。

　そんな彼女の肩に手を当てて押さえると、もう片方の手で自分のほうを向かせた。

「俺にとっての一番はずっと前から美咲さんただ一人だよ。付き合った時はその人の恋人であろうと努めたけど、結婚したいと思ったのはあなたが最初で最後だ」

「じゃあ、中学生の頃に惚れた私に会うために悪魔とも契約したっていうの？」

「ああ、そうだ。俺の初恋の人に会うために」

　その真剣な視線に射抜かれ、美咲は自分の心臓が高鳴っていくのを感じた。

　理由はどうあれ、目の前に居る彼が自分のために文字通り人生をかけてくれたのは事実だ。

　そこまで恋心を貫かれても何も感じないほど美咲は鈍感ではない。

「大人になって、理性ではこんなバカなことをと思いつつ心の隅で諦められずにいた。そんな時、当時の恋人、美咲さんも見た彼女に結婚を切り出されたんだ。そこで、ああ自分も結婚を意識する年齢なんだなって思ったよ。だから、もう一度初恋の相手を探すことにしたんだ」

　それから、蒼真は自分の行動を語り始めた。

　当時、大手証券会社に勤めていた蒼真は同期の中でも出世頭だったが、美咲を探すために躊躇なく退社した。

　別の会社から好待遇で誘いを受けていたということもあったけれど、その決断は他人には真似できないことだろう。

　それから、転職するまでの時間を使って美咲の捜索を本格化させた。

　けれど、最後に会ったのが十年前ということもあって中々情報が集まらなかったようだ。

　手掛かり一つ見つけられない状況の中、里帰りした時にある噂を耳にする。それが十字路の悪魔の噂だった。

「オカルトでもなんでも役立つなら使ってやろうって気持ちだったからね」

「それで、取引したの？」

「ああ、肉体と記憶を担保に美咲さんの元へ送ってもらったところまでは覚えてる。こうして記憶が戻ったんだから、取引の時に悪魔が決めた条件を達成できたのかな」

「記憶は戻ったのはいいけれど、大丈夫なの？　悪魔との取引だなんて」

「今は大丈夫だけれど、これからどうなるかはわからないよ。なにせ、この体はおもちゃだったからね」

　蒼真はあえて茶化すように言ったが、不安があるのは確かだった。

　そして、その不安を解消する方法を二人は一つしか知らない。

「あなたの会ったっていう悪魔に会うしかないわね」

「美咲さんもそう思う？　けど、二人で行くのは危険だよ」

　どうやら自分が大変な目に遭ったからか、美咲を悪魔に会わせたくないようだ。

　しかし、彼女はそんなことお構いなしに蒼真へ鋭い視線を向ける。

「蒼真、これからずっと一緒だって言ったわよね。あの言葉は嘘だったの？」

「参ったな……それを言われると断れないよ」

　彼は苦笑いしながらも美咲の同行を認めた。

「けど、決して俺の傍から離れないでくれよ？　何をされるかわからない」

「言われなくてもそうするつもりよ」

　二人は立ち上がると、しっかり手を握ってすべての元凶の元へと出発するのだった。









終章　つなげた運命を大切に








　蒼真の借りたレンタカーを走らせ、二人で故郷の町へと辿り着く。

　そして、最も悪魔が出やすいと言われている日付の真夜中に十字路へやってきた。

　この辺りは町の中心地で駅も近いが、開発が進んでいる部分とは微妙にズレているので大きな建物は少ない。

　周りには人の気配は無く、不気味なほどに静まり返っている。

「ここが悪魔の出る十字路ね」

「確かにここで悪魔と会った記憶があるよ」

　夜になるとすっかり冬の気温で、二人は身を寄せ合いながら十字路を見つめていた。

　その時、ふいに十字路の中心が光に包まれた。

「えっ？」

「来たよ。ここじゃ近い、もう少し下がろう」

　驚く彼女の肩に手を回し、蒼真が一緒に下がるよう促す。

　二人で数歩後ずさりすると、十字路に生まれた光はより増した。

　数秒後に一気に光が強まると地面へ魔法陣のようなものが広がっていく。

「こ、これはっ!?」

「悪魔の封印陣だ。彼はこの外へは出られないから、近づかないようにしておけば大丈夫」

「随分詳しいのね、蒼真」

「悪魔に頼ろうっていうんだから、できる限りの下準備はしたよ。図書館や資料館で文献を漁ったりね」

　そうしている間にも、魔法陣の輝きは一旦収まる。そして、その中心に蜃気楼のように人影が浮かび上がってきた。

「……この人が、悪魔？」

　ハッキリと姿が見えてくると、美咲はその格好に違和感を覚えた。凶悪な顔に角や牙を持っているというイメージとはかけ離れた、黒髪に黒目のいたって普通の青年に見えたからだ。服装が現代的なのもそれを助長させる。

「美咲さん、油断しないで。注意しておかないと美咲さんの肉体まで奪われるかもしれない」

『やだなぁ、そんなことしないよ』

　蒼真は小さい声で言ったが、目の前の悪魔には聞こえていたらしい。彼はニッコリと人のよさそうな笑みを浮かべている。

『久しぶりだね、蒼真クン。その様子だと上手くいったみたいじゃないか』

「ああ、おかげ様でな」

　普段美咲と話す時とは違い、あからさまに警戒心をむき出しにしながら応える蒼真。

　いつも穏やかな彼が鋭く相手を見据えているのに驚きつつも、美咲は言われた通り大人しくしていた。

『それで、今日は何の用だい？　また別の願いでも？』

「違う。俺は無事に人間の体と記憶を取り戻した。けど、一度道具になってしまったのは確かだ。これからも普通の人間として過ごしていられるのか？」

　単刀直入に質問する蒼真。悪魔と無駄話をするつもりはないという思いが明確に伝わってくる。

『酷いな、久しぶりに成功した取引相手だから気に入ってたのに。大抵は分不相応なお願いをして自滅するか、元から自滅覚悟の奴ばかりでつまらないんだよ。蒼真クンはボクのことをよく調べてきてくれたし、嬉しかったんだぁ』

「質問に答えてくれ。取引相手として、取引内容の確認をする権利くらいはあるだろう？」

『はいはい、わかったよ！　まあ、悪魔は取引に関してだけは真摯なのが取り得だからね』　

　そこで一息置くと、悪魔は満面の笑みを浮かべた。

『おめでとう！　見事にこちらの定めた条件を達成し、自分の差し出したものを取り戻した君にはなんのペナルティも無いよ！　肉体の健康はもちろん、寿命も元のままだ！』

　その言葉を聞いて、蒼真と美咲の間に安堵感が漂った。

　ただ、美咲はどうしても気になったことがあったようで、悪魔に問いかける。

「ねえ、あなたと蒼真との取引ってどういうものだったの？」

『キミが蒼真クンの想い人かい？　なかなか美人じゃないか』

　悪魔がそう言って微笑むと、蒼真が美咲の腕を掴んで自分の横に引き寄せる。

「美咲さんに手は出させないぞ」

『大丈夫だよ、ボクは基本受け身だし。さて、取引内容だったかな？　単純明快だよ、僕が蒼真クンを君のもとへ送り届ける代わりに、彼は自分の人間としての肉体と記憶を担保として渡したんだ』

「たったそれだけのために体と記憶を!?」

　自分に会うためだけにそれだけの代償を支払ったと聞いて、美咲は驚愕する。

『仕方ないじゃないか。蒼真クンとキミの運命は十年前にわずかに触れ合ってから、もう二度と近づくことがないはずだったんだ。運命を無理やり捻じ曲げるのは、それ相応の対価が必要なんだよ！』

　美咲はあまり納得できなかったが、オカルトそのものを相手に道理を話そうとしても無駄だと思い口をつぐむ。

　代わりに蒼真が悪魔へ話しかけた。

「とにかく、俺はこのまま普通に暮らしていけるってことで良いんだな？」

『ああ、そうだよ。見事にハッピーエンドって感じだね！　ここまで見事にボクを利用した人間は久しぶりだよ、楽しかったなぁ……あはははっ！』

「そうか、わかった。ならもう用はない」

　蒼真がそう言って背を向けると、悪魔が声をかけてくる。

『もう帰っちゃうのかい？　せっかくだからまた取引していきなよ、今度は永遠の若さとかどう？』

「そんなものは要らない」

　悪魔の誘いをバッサリ切って捨てると、彼は美咲を抱き寄せた。

「俺は今の生活に満足してるんだ。守らなきゃいけない人もいるし、これ以上危険は冒さない」

　はっきりした口調で言うと、さすがの悪魔も諦めたのか手をヒラヒラと振る。

『そうかいそうかい、じゃあお幸せに。また困ったら来なよ、君との取引なら大歓迎だ！』

「美咲さんと引き合わせてくれたことは感謝するけど、もう二度と来ないよ。美咲さん、もう行こう」

「う、うん」

　そのまま蒼真は美咲を悪魔の視線に晒さないように、自分の体を盾にしながらその場を立ち去る。

　悪魔は二人が見えなくなるまでニコニコしながらこちらに視線を向けており、美咲は底の見えない瞳を恐ろしく思った。

　それから都内の家へ帰ると、ようやく一息つくのだった。

「はぁ、緊張したぁ……」

「美咲さんにちょっかいをかけられなくて良かったよ。何か願いごとがあっても、絶対あいつにだけは頼らないでくれ」

　ベッドに腰かけている美咲の前に立ち、蒼真は真剣な表情で言った。

「蒼真は頼ったのに？」

「そういう言い方をされると辛いな……でも、美咲さんには危険な目に遭ってほしくないんだ。頼むよ」

「私だってそれは同じよ。もう蒼真に危険なことはしてほしくない。ずっと傍に居てくれれば、それが一番幸せなんだから」

　彼は美咲の前で膝をつくと、彼女の手を取って両手で握る。

「改めて誓うよ。俺はこれから、どんな時でも美咲さんの傍に居る。一番愛おしい人をこの手で守るよ」

　その言葉を聞いて、美咲は少し恥ずかしそうにしながらも表情を緩めた。

「嬉しい、蒼真にそんなこと言ってもらえるなんて夢みたい」

　彼女は立ち上がると、蒼真の手を引いて立たせる。

　そして、二人は部屋の中で向き合うと自然に唇を寄せ合った。

「私、こうして蒼真に会えて良かった」

　唇が離れると今ある幸せを噛みしめるように、美咲は蒼真の胸に顔を埋める。

　彼も、そんな彼女の背中をなでながら穏やかな笑みを浮かべた。

「美咲さん、愛しているよ」

　彼はその言葉とともに美咲を抱きしめ、彼女もそれに応える。

　困難を乗り越えて繋ぎ直された運命の糸は、消して離れないように固く結ばれるのだった。
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　こんにちは。作者の緋ひ戸と津つナギと申します。

　今回、新レーベルの濃蜜ラブルージュさんで拙作「甘とろ擬人化した愛用の吸引×××が溺愛してきます」を出版させていただくことになりました。

　まずは、こうして作品を出していただける機会に恵まれたことを深く感謝したいと思います。

　本作はタイトルの通り、主人公が愛用しているおもちゃが急にイケメン男子に擬人化してしまい、しかもなぜか自分を溺愛してくるという展開になっています。

　もちろん主人公も最初は困惑していますが、擬人化して蒼真と名乗った彼から行く当てがないと言われてしばらく自分の部屋で面倒を見ることに。そこから二人の暮らしが始まります。

　最初はぎこちないながらも徐々に関係を深めていく二人の姿を楽しんでいただけると幸いです。そして、物語が進むにつれて蒼真がおもちゃから擬人化した理由や、美咲を溺愛する理由も明らかになっていきますので、ぜひ楽しみにしてください！

　最近はいろいろな方面で擬人化ジャンルが流行っているのを見て、今回はぜひそれを取り入れた作品を出してみたいと思い、編集さんに相談しました。

　イケメン男子に溺愛してほしいけれど人間関係の煩わしさはいらない。なら、ずっと愛用していものをイケメン男子にしてしまえば良いじゃないか、ということですね。

　こうしたジャンルの執筆は初めてでしたので少し不安もありましたが、様々な方に助けていただいて無事に読者の皆様のもとへ作品をお届けできることを嬉しく思います。

　

　さて、では謝辞のほうへ移らせていただきます。

　担当編集様。プロットから完成まで両手の指では数えられないほどの修正があり、それらに丁寧に付き合っていただきました。本当にありがとうございます。

　イラストを担当してくださった花か綵さいいおり様。ヒロインとヒーローの魅力を何倍にも感じられるような素晴らしいイラストを用意していただきありがとうございます。おかげで本文のほうもぐっと面白くなったと思います。

　そして、本作を読んでくださった読者の皆様。

　こうして私が作品を出せるのも、実際に読んでくださる読者の皆様がいるおかげです。これからも皆様に楽しんでいただけるよう頑張りますので、ぜひ応援のほうをよろしくお願いいたします！
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。









●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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